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能
代
凧

能
代
凧

日
野
西　

恵
美
子

札幌秋田県人会広報委員会

　

ぐ
る
ぐ
る
大
き
な
目
ン
玉
を
む

き
、
ま
っ
赤
な
舌
で
ア
ッ
カ
ン
ベ
エ

を
し
て
い
る
、
何
と
も
と
ぼ
け
た
奇

妙
な
「
女
べ
ら
ぼ
う
」
の
絵
を
模
写

し
て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
難
し
く

迫
力
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
男
・
女
の
「
べ
ら
ぼ

う
」凧
の
絵
柄
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。
私
は
こ
れ
だ

け
の
大
胆
、
奇
抜
な
御
面
相
が
こ
の

地
に
誕
生
す
る
か
ら
に
は
、
余
程
の

含
み
と
い
う
か
魂
胆
が
あ
っ
て
の
事

と
推
察
す
る
の
で
す
が
、
一
説
に
依

れ
ば
、
日
頃
支
配
階
級
に
対
し
う
っ

積
す
る
思
い
の
庶
民
が
、
う
ら
み
、

つ
ら
み
を
べ
ら
ぼ
う
凧
に
託
し
、
上

空
か
ら
ア
ッ
カ
ン
ベ
エ
と
見
下
し
て

い
た
の
だ
と
か
。

　

百
年
昔
、無
数
の
凧
が
飛
び
交
い
、

た
め
に
太
陽
の
光
も
暗
い
程
だ
っ
た

と
い
う
能
代
の
冬
空
に
、
乱
舞
す
る

赤
い
舌
た
ち
の
痛
烈
な
パ
ン
チ
。

　

こ
の
能
代
の
先
人
の
方
々
の
不
屈

の
、
し
ゃ
れ
っ
気
を
誇
り
と
も
、
希

望
と
も
思
い
、
又
「「
べ
ら
ぼ
う
」

凧
よ
永
遠
な
れ
」
と
願
わ
ず
に
い
ら

れ
ま
せ
ん
。　
　
　
（
能
代
山
本
会
）
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四
月
に
入
っ
て
も
吹
雪
に
見

舞
わ
れ
る
な
ど
、
例
年
に
な
い

気
象
変
動
で
こ
れ
も
地
球
温
暖

化
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か

と
危
惧
さ
れ
る
新
年
度
の
始
ま

り
で
驚
い
た
し
だ
い
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
春
ら
し
い
季
節

が
訪
れ
る
兆
し
が
見
え
始
め
、

ほ
っ
と
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
壮
健
で
ご
活
躍
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
郷
里
秋
田
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
、
佐
竹
知
事
が
見
事
圧
勝
で

三
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
佐
竹

知
事
は
、
私
利
私
欲
を
捨
て
、

郷
里
秋
田
の
産
業
振
興
な
ど
に

貢
献
し
、
元
気
で
活
性
化
し
た

郷
里
秋
田
を
取
り
戻
そ
う
と
一

生
懸
命
力
を
注
ぎ
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
我
々
県
人
会
員
と

し
て
も
佐
竹
知
事
に
衷
心
よ
り

エ
ー
ル
を
送
り
、
今
回
の
知
事

選
の
圧
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。
そ
し
て

全
国
に
在
住
し
て
い
る
県
人
会

員
諸
賢
の
力
を
結
集
し
て
取
り

組
み
な
が
ら
進
ん
で
こ
ら
れ
た

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
佐
竹
知

事
は
郷
里
秋
田
の
再
生
に
も
っ

と
も
力
を
入
れ
て
い
く
決
意
を

示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

永
い
間
、
県
人
会
活
動
に
尽

力
し
た
会
員
に
与
え
ら
れ
る
県

知
事
表
彰
は
三
氏
に
、
ま
た
県

人
会
会
長
表
彰
は
二
氏
に
贈
ら

れ
る
。
被
表
彰
者
は
上
記
の
通

　

平
成
二
十
九
年
、
一
二
九
回

札
幌
秋
田
県
人
会
総
会
は
、
五

月
二
十
日
、
札
幌
市
の
ホ
テ
ル

「
マ
イ
ス
テ
ー
ズ
」
で
開
か
れ

る
。
総
会
に
は
先
の
秋
田
県
知

事
選
で
三
選
を
果
た
し
た
佐
竹

敬
久
知
事
を
は
じ
め
、
道
内
の

秋
田
県
人
会
会
長
ら
が
出
席
す

る
。

佐
竹
知
事
を
、
引
き
続
き
一
丸

と
な
っ
て
応
援
し
、
素
晴
ら
し

い
郷
里
秋
田
の
創
成
の
実
現
に

協
力
し
、
貢
献
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
、
札
幌
秋
田
県
人
会
は

百
二
十
八
回
目
の
総
会
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
美
味
し
く
て
楽
し
い
き
り

た
ん
ぽ
会
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
、

ゴ
ル
フ
大
会
等
々
多
く
の
催
し

を
企
画
し
、
実
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ

り
。

　

表
彰
を
受
け
る
５
人
は
県
人

会
活
動
で
永
く
役
員
を
務
め
、

い
ず
れ
も
指
導
的
な
存
在
と
し

て
貢
献
し
て
き
た
。

　

特
に
、県
知
事
表
彰
の
鎌
田
、

小
野
両
氏
は
、「
表
彰
は
と
て

も
お
こ
が
ま
し
く
て
…
」
と
喜

び
も
控
え
め
だ
が
、
こ
れ
を
機

に
「
み
ん
な
が
参
加
で
き
、
楽

し
め
る
県
人
会
に
し
た
い
」
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

る
も
の
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
北
東
北

三
県
の
合
同
親
睦
会
は
盛
会
裏

に
終
了
し
、
青
森
県
、
岩
手
県

の
各
総
会
に
も
出
席
さ
せ
て
頂

き
、
函
館
、
釧
路
、
苫
小
牧
の

秋
田
県
人
会
に
も
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
参
加
で
き
な
か
っ
た

地
方
の
秋
田
県
人
会
に
は
順
次

参
加
さ
せ
て
頂
き
交
流
を
深
め

る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
こ
の
度
も
北
海
道

秋
田
県
人
会
連
合
会
の
各
会
長

さ
ん
お
忙
し
い
中
遠
路
は
る
ば

る
お
運
び
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
総
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ

り
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

世
界
情
勢
は
こ
の
と
こ
ろ
緊

張
が
高
ま
り
、
テ
ロ
が
頻
繁
に

起
こ
り
、
異
常
状
態
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦

で
敗
戦
し
た
我
々
日
本
人
は
、

あ
の
悲
惨
な
状
態
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
に
心
か
ら

願
っ
て
降
り
ま
す
こ
と
を
お
伝

え
さ
せ
て
戴
き
、
ご
挨
拶
終
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
と
ご
参
会

の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
そ
し
て
健
康
長
寿
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

からだと心の健康を約束する　医療法人社団 北海道健診センタークリニック
健康診断・診療   日帰り人間ドック・一般及び職場・職場健康診断・特殊健康診断・一般診療
ご 予 約   文書・電話等で事前予約をお願い致します。
  完全予約制で、待ち時間が少なく受診可能です。
特 徴  ①胃部検査にバリウムの他、血液で胃粘膜の状態を診断できるペプシノーゲン法

にピロリ菌の検査を加えての胃の健康度を判定
 ②医師による総合判定を記載し、迅速に健診結果を発送
 ③人間ドックでは男性は前立腺癌、女性は卵巣癌の他、胆・肝・膵などの癌の
 　腫瘍マーカーを採用
 ④一般診療科目：内科（呼吸器、循環器、消化器）、心療内科、アレルギー科
 ⑤便利な交通アクセス（JR苗穂駅隣、駐車場完備）
診 療 時 間   月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前８：30～12：30、午後13：30～17：30　

理事長・院長　医 学 博 士
北大名誉教授　齋 藤　和 雄

 （本荘市出身）  　　

〒060－0033　札幌市中央区北３条東13丁目99－６（JR苗穂駅隣・駐車場完備）
ＴＥＬ：（011）200－1558　ＦＡＸ：（011）200－1559
ホームページ：http://www.hokkaido-kenshin-center.com
メール　　　：h-kenshin-center@zc.wakwak.com
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総
会
に
寄
せ
て

ふ
る
さ
と
再
生　

佐
竹
知
事
に
協
力

おめでとう
県知事表彰

会長表彰
知事表彰（３名）知事表彰（３名）
　　関　　　憲　次（大館・北秋会）　　関　　　憲　次（大館・北秋会）
　　小　野　　　信（男鹿・南秋会）　　小　野　　　信（男鹿・南秋会）
　　鎌　田　　　鎌　田　　　強（男鹿・南秋会）　　強（男鹿・南秋会）
会長表彰（２名）会長表彰（２名）
　　土　佐　スミ子（大館・　　土　佐　スミ子（大館・北秋会）北秋会）
　　鈴　木　貞　夫（能代・山本会）　　鈴　木　貞　夫（能代・山本会）

（敬称略）（敬称略）

永
く
県
人
会
の
発
展
に
尽
く
す

札
幌
秋
田
県
人
会
会
長　

齋
藤　

和
雄
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県
人
会
活
動
の
根
源
は
〝
故

郷
に
対
す
る
想
い
の
共
有
〞
で

あ
る
と
思
う
。

　

平
成
十
七
年
市
町
村
合
併
か

ら
十
二
年
、
今
の
「
仙
北
」
を

各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
そ
の
一

端
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
各
市
町

と
も
よ
く
工
夫
さ
れ
日
々
イ
キ

イ
キ
と
し
た
「
今
」
が
手
に
と

る
よ
う
に
良
く
解
る
。

☆
美
郷
町
（
人
口
二
七
、四
五

　

〇
人　

平
二
十
九
・
二
）

　

町
長
は
札
幌
県
人
会

百
二
十
五
周
年
に
ご
出
席
さ
れ

た
松
田
知
己
氏
で
あ
る
。
人
口

減
と
い
う
県
共
通
の
問
題
を
抱

え
な
が
ら
農
業
・
土
建
業
を
主

体
と
し
財
政
は
健
全
で
あ
る
。

　
「
み
ん
な
で
さ
っ
と
ず
つ

も
っ
と
い
い
町
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
総
合
計
画
で
豊
か
さ
・

快
適
・
交
流
・
活
力
の
四
つ
の

行
動
を
実
施
中
。

　

美
郷
町
と
い
う
と

百
二
十
六
ヵ
所
の
「
水
郷
」
で

あ
る
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
畑
」（
昭
六
十
三
年

〜
千
畑
）
も
見
逃
せ
な
い
し
、

新
日
本
街
路
樹
百
景
に
選
定
さ

れ
た
「
松
・
杉
並
木
」
も
あ
る
。

ま
た
同
町
出
身
の
東
京
大
学
元

総
長
佐
々
木
毅
記
念
館
が
開
館

さ
れ
た
。

　

広
報
誌
「
美
郷
」（
月
刊
）

は
千
畑
町
時
代
か
ら
非
常
に
充

実
し
て
お
り
コ
ラ
ム
「
風
」
は

町
長
の
考
え
が
良
く
表
わ
れ
て

い
る
。
交
流
都
市
の
中
に
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
中
富
良
野
町
が
あ
り

在
道
の
私
達
に
は
親
し
み
が
一

段
で
あ
る
。
ま
た
タ
イ
国
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
団
の
合
宿
が

縁
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
昨
年

六
百
万
円
・
百
三
十
九
件
の
実

績
、
一
万
円
で
広
報
誌
一
年
分

の
返
礼
品
が
あ
る
の
も
嬉
し

い
。

　

昨
年
同
町
を
訪
問
し
た
際
、

町
職
員
皆
様
が
礼
儀
正
し
く
温

か
く
応
待
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

酒
好
き
の
私
に
は
「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
酒
」
の
ほ
の
か
な
香
り
を

賞
味
し
て
い
る
次
第
。

☆
大
仙
市
（
人
口
八
一
、五
三

　

八
人　

平
二
十
八
・
十
）

　

老
松
博
行
市
長
は
こ
の
四
月

の
選
挙
で
当
選
。
前
市
長
栗

林
氏
か
ら
引
継
い
だ
。
氏
も

百
二
十
五
周
年
に
出
席
さ
れ
た

方
で
あ
る
。
北
大
出
身
で
道
内

に
も
知
人
が
多
い
。

　
「
大
き
な
せ
な
か
に
夢
を
の

せ
未
来
に
羽
ば
た
く
元
気
な
ま

ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
一
の

「
米
ど
こ
ろ
」
と
し
て
ま
た
県

の
中
央
と
し
て
商
工
業
も
安
定

し
財
政
は
健
全
で
あ
る
。

　

大
曲
と
い
え
ば
「
花
火
」
で

今
年
も
四
月
二
十
五
〜
二
十
九

日
に
国
際
大
会
が
行
な
わ
れ
国

内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
た
。
観
光
用
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ

ン
も
一
新
。
ま
た
刈
和
野
・
大

曲
の
大
網
引
き
（
二
月
十
日
）

も
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
今

年
は
第
一
回
全
国
五
百
才
野
球

大
会
が
大
曲
・
神
宮
寺
で
開

催
さ
れ
る
。（
七
月
十
五
日
〜

三
十
二
チ
ー
ム
）
五
百
才
野
球

は
私
の
叔
父
髙
橋
政
泰
（
神
宮

寺
・
甲
子
園
第
一
回
大
会
で
の

秋
中
の
選
手
）
が
創
立
に
関

わ
っ
て
お
り
非
常
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。

　

広
報
誌
「
だ
い
せ
ん
日
和
」

（
月
二
回
）
は
全
国
広
報
誌
大

会
に
県
代
表
と
し
十
二
回
も
選

ば
れ
て
い
る
立
派
な
誌
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
こ
の
広
報
誌
（
一
年
分
）
と

特
産
品
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
是
非
協
力
し
て
読
ん
で
ほ
し

い
。

☆
仙
北
市
（
人
口
二
七
、四
五

　

八
人　

平
二
十
七
・
二
）

　

市
長
は
門
脇
光
浩
氏

（
五
十
七
才　

平
二
十
五
〜
）

　

農
林
業
・
商
業
が
主
産
業
で

観
光
に
も
相
当
力
を
入
れ
て
い

る
が
人
口
減
と
あ
い
ま
っ
て
財

政
は
か
な
り
厳
し
い
。

　
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
の
も
と

総
合
計
画
に
よ
り
今
後
四
年
間

の
四
つ
の
決
意
（
看
板
産
業
の

育
成
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
機
能

合
体
挑
戦
）
を
挙
げ
市
民
一
体

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
特

に
歴
史
文
化
プ
ラ
ス
世
界
先
端

技
術
の
移
入
を
戦
略
と
し
て
人

口
減
対
策
と
し
て
い
る
が
定
住

支
援
も
今
一
歩
と
い
っ
た
と
こ

ろ
。
眼
に
見
え
る
成
果
と
し
て

三
月
市
立
新
病
院
が
完
成
開
院

し
た
。
観
光
は
角
館
の
桜
が
有

名
で
あ
る
が
春
の
剌
巻
温
泉
の

水
ば
し
ょ
う
祭
・
西
明
寺
の
か

た
く
り
群
生
も
見
事
で
、
角
舘

祭
り
の
や
ま
行
事
、
田
沢
湖
の

ク
ニ
マ
ス
に
も
も
っ
と
注
目
し

た
い
。「
広
報
せ
ん
ぼ
く
」（
月

二
回
）
は
巻
頭
に
市
長
の
〝
み

ん
な
元
気
に
な
ー
れ
日
記
〞
が

あ
り
現
在
重
点
と
し
て
い
る
考

え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
は
名
産
品
が

多
数
あ
り
本
年「
あ
き
た
小
町
」

（
角
舘
産
）
が
加
え
ら
れ
た
。

　

先
日「
西
木
村
の
栗
」を
使
っ

た
焼
酒
を
発
見
・
入
手
し
た
。

　

以
上
基
本
的
事
項
を
述
べ
た

が
、ラ
イ
ブ
映
像
（
両
市
議
会
・

角
舘
武
家
家
敷
の
桜
等
）
も
あ

り
日
々
更
新
さ
れ
る
諸
事
項
は

有
為
且
つ
楽
し
い
情
報
が
得
ら

れ
る
。

　

会
員
と
し
て
出
来
る
事
項
は

一
、
帰
省
す
る
こ
と

一
、故
郷
を
語
る
夕
べ
を
開
く
、

関
係
者
の
来
札
を
機
に

一
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
協
力

一
、
広
報
誌
等
へ
の
投
稿

等
が
考
え
ら
れ
る
が
大
切
な
事

は
、
皆
が
故
郷
仙
北
に
関
心
を

持
つ
こ
と
で
、「
開
い
て
み
よ

う
Ｈ
Ｐ
を
、
そ
こ
に
は
故
郷
の

い
ま
が
あ
る
!!
」（

四
月
九
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
見
た
故
郷
の
「
今
」

仙
北
会　

金
澤　

芳
太
郎
会
長
の
提
起

ふ
る
さ
と
仙
北
に
関
心
持
と
う

来
道
の
節　

語
る
夕
べ
で
ま
ち
の
未
来
を

『
斎
藤
会
長
に

『
斎
藤
会
長
に
ズ
バ
リ

ズ
バ
リ
聞
き
ま
し
た
』

聞
き
ま
し
た
』

│
│
広
報
委
員
が
鋭
く
質
問
し
ま
し
た
。
│
│

〔
会
長
の
子
供
時
代
〕

│
会
長
は
少
年
時
代
ど
ん
な
子

供
で
し
た
？

　

わ
り
と
お
と
な
し
い
少
年
で

し
た
。
家
の
手
伝
い
は
良
く
し

ま
し
た
。

（
聞
き
手

　

広
報
委
員
長
・
佐
々
木
育
雄
）

│
会
長
は
大
き
く
な
っ
た
ら
何

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た

か
？

　

物
理
学
者
に
な
り
た
い
と
、

思
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手

　

広
報
副
委
員
長
・
粕
賀
屋
實
）

│
会
長
の
少
年
時
代
の
も
っ
と

も
深
い
思
い
で
は
？

　

終
戦
・
敗
戦
の
時
の
事
で
す
。

（
聞
き
手

　

広
報
副
委
員
長
・
工
藤
明
博
）

〔
会
長
の
北
大
時
代
〕

│
会
長
初
め
て
の
北
海
道
は
ど

う
で
し
た
か
？

　

ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
考
え

方
が
高
視
野
で
と
て
も
気
に
入

り
ま
し
た
。

（
佐
々
木
育
雄
）

│
医
学
部
時
代
振
り
返
っ
て
、

如
何
で
し
た
か
？

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
・
麻
雀
・

等
で
寮
生
活
を
堪
能
し
ま
し

た
。

（
粕
賀
屋
實
）

│
大
学
時
代
彼
女
は
い
ま
し
た

か
？

　

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
工
藤
明
博
）

〔
連
合
会
長
に
就
任
し
て
一
言
〕

│
北
海
道
連
合
会
長
の
就
任
し

て
一
言

　

責
任
の
重
さ
・
人
の
和
の
大

切
さ
を
、
改
め
て
大
事
に
思
い

ま
し
た
。

（
粕
賀
屋
實
）

│
会
員
を
増
や
す
為
の
秘
策
を

　

県
出
身
者
を
発
掘
す
る
、
参

加
し
て
楽
し
い
催
物
を
企
画
す

る
。
友
人
、
人
間
関
係
を
大
切

に
す
る
。

（
工
藤
明
博
）

質
問
を
終
え
て

　

大
変
貴
重
な
意
見
や
思
い
出

を
、
語
っ
て
い
た
だ
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。常
日
頃
の
、

人
柄
・
人
の
対
し
て
の
暖
か
味

を
感
じ
ま
す
。
お
身
体
に
留
意

さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
『
秋
田

県
人
会
』
の
牽
引
役
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長　

佐
々
木
育
雄
）
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青
函
連
絡
船
で
北
海
道
に
渡

り
四
十
五
年
、
札
幌
に
住
ん
で

三
十
年
に
な
り
ま
す
。
月
日
の

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

　

由
利
本
荘
市
の
生

れ
。
私
の
家
は
山
の

手
に
あ
り
、
遠
く
に

雄
大
に
聳
え
る
鳥
海

山
が
望
ま
れ
る
。
町

の
中
央
を
子
吉
川

が
流
れ
日
本
海
に
臨

ん
で
い
く
、
そ
う
い

う
景
観
と
と
も
に
過

し
て
い
る
生
活
で
し

た
。
春
は
川
で
魚
釣

り
、
夏
は
海
で
海
水

浴
、
冬
は
裏
山
の
新

山
公
園
で
ス
キ
ー
を

楽
し
む
、
山
あ
り
、

川
あ
り
、
海
あ
り
の

自
然
の
中
で
育
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
、
そ

う
い
う
環
境
が
今
の

私
の
職
業
、『
ソ
ム

リ
エ
』
と
い
う
仕
事

に
と
っ
て
大
変
な
糧

に
な
っ
て
お
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

お
客
様
に
接
す
る

こ
と
が
好
き
で
サ
ー

ビ
ス
業
の
世
界
に
入

り
、
ボ
ー
イ
さ
ん
、

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
、
そ

し
て
、
ワ
イ
ン
の
世
界
に
魅
せ

ら
れ
ソ
ム
リ
エ
と
い
う
仕
事
を

目
指
し
た
頃
、
道
内
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
ほ
ん
の
数
件
で
し
た

札幌由利会会長　澁谷　　昭ふるさとは『人生の糧』ふるさとは『人生の糧』
エ
ッ
セ
イ

（
５
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

〒064‒0912　札幌市中央区南12条西６丁目１‒20‒1001
 TEL・FAX 011‒531‒9771

業　務
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故
郷
を
出
て
か
ら
今
年
で
早

や
六
十
三
年
経
過
し
て
い
ま
し

た
。

　

昭
和
三
十
年
代
は
、
今
の
Ｊ

Ｒ
が
ま
だ
国
鉄
時
代
で
、
Ｓ
Ｌ

列
車
が
走
っ
て
い
た
頃
で
し

た
。
高
卒
後
就
職
の
た
め
、
東

能
代
駅
か
ら
北
海
道
を
目
指
し

て
、
一
人
車
中
の
人
と
な
り
ま

し
た
。
先
ず
は
青
森
駅
ま
で
、

次
の
乗
り
継
ぎ
は
連
絡
船
と
い

う
コ
ー
ス
で
、
青
森
駅
近
く
に

な
る
頃
、
車
掌
が
乗
船
名
簿
用

紙
を
配
布
し
て
廻
っ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
渡
さ
れ
た
用
紙
に
早

速
記
入
し
、
大
事
に
持
参
し
て

青
森
駅
に
到
着
、
乗
船
の
改
札

た
。
乗
船
し
て
初
め
て
分
か
っ

た
事
で
す
が
、
連
絡
船
内
で
は

椅
子
と
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
の
部

屋
に
分
か
れ
て
居
り
、
そ
の
良

い
場
所
取
り
の
た
め
だ
っ
た
の

で
し
た
。
私
は
ど
う
に
か
横
に

な
っ
て
寝
れ
る
場
所
を
確
保
で

き
、
こ
れ
か
ら
津
軽
海
峡
を
約

四
時
間
程
、
揺
ら
れ
て
函
館
ま

で
、
海
鳴
り
と
船
の
エ
ン
ジ
ン

音
の
響
き
を
耳
に
し
な
が
ら
、

口
で
駅
員
に
渡
す
よ
う
に
な
っ

て
居
り
ま
し
た
。

　

青
森
駅
で
列
車
を
降
り
て
か

ら
連
絡
船
ま
で
の
桟
橋
の
距
離

が
長
く
、
今
降
り
た
乗
客
達
が

皆
さ
ん
何
故
か
、
小
走
り
に
走

り
始
め
た
の
で
、
私
も
仕
方
な

く
後
に
続
い
て
走
り
出
し
ま
し

歌
の
文
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
誰
も
が
皆
な
無
口
で
、
お

休
み
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

函
館
港
に
到
着
、
下
船
す
る

と
こ
れ
が
ま
た
列
車
の
ホ
ー
ム

ま
で
の
桟
橋
の
距
離
が
長
く
、

当
時
列
車
の
指
定
席
が
余
り
な

い
時
代
で
、
こ
ん
ど
は
列
車
の

座
席
取
り
の
た
め
走
り
始
め
る

と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

頃
は
豚
を
飼
い
、
米
も
野
菜
も

祖
父
が
無
農
薬
で
作
っ
た
。
み

そ
汁
の
具
は
八
郎
潟
で
採
れ
た

シ
ジ
ミ
が
定
番
で
あ
っ
た
と
聞

く
。「
無
農
薬
」「
天
然
」と
い
っ

た
言
葉
に
今
ほ
ど
あ
り
が
た
み

を
感
じ
る
事
も
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

幸
い
に
も
（
今
の
時
代
に
生

き
る
私
だ
か
ら
あ
え
て
「
幸
い

に
も
」
と
表
現
す
る
が
）
私
が

秋
田
で
育
つ
間
も
、
父
の
子
供

　

先
日
地
下
鉄
の
窓
に
映
る
自

分
の
顔
を
見
て
、
今
は
亡
き
父

に
似
て
き
た
と
思
っ
た
。
そ
れ

で
し
ば
ら
く
ふ
る
さ
と
の
思
い

出
に
浸
っ
た
。

　

か
つ
て
の
石
油
王
国
秋
田
で

栄
華
を
誇
っ
た
豊
川
油
田
跡

が
、
現
在
の
潟
上
市
東
部
に

あ
る
。
そ
こ
で
か
つ
て
働
い
て

い
た
私
の
祖
父
の
末
っ
子
が

父
だ
。
九
人
の
兄
姉
た
ち
に
囲

ま
れ
て
の
ん
び
り
育
っ
た
ら
し

く
、
私
が
成
長
し
た
後
も
甘
え

ん
坊
で
あ
っ
た
。
父
が
子
供
の

眺
め
た
近
所
の
ホ
タ
ル
も
し
っ

か
り
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　

私
が
秋
田
を
発
っ
た
平
成
六

年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
生

活
環
境
や
価
値
観
だ
け
で
な

く
、
人
間
同
士
の
交
流
手
段
ま

で
も
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
。
今

文
章
を
書
く
の
に
紙
も
筆
記
具

も
必
要
と
し
な
い
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
秋
田
の
情
報
や
豊
川
油

田
の
歴
史
、
は
た
ま
た
同
級
生

の
近
況
ま
で
も
画
像
付
き
で
瞬

時
に
知
る
事
が
で
き
る
。
そ
の

一
方
で
長
閑
な
生
活
や
時
間
を

か
け
た
人
付
き
合
い
は
、
あ
る

意
味
大
変
贅
沢
な
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
が
本
当

に
い
い
事
な
の
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
間
も
な
く
、
ど
ん
ど
ん

変
化
は
進
ん
で
い
て
抗
い
よ
う

も
な
い
。
だ
か
ら
子
供
の
時
代

を
秋
田
の
自
然
の
中
で
過
ご
せ

た
の
は
幸
い
で
あ
る
と
思
う
。

　

私
が
秋
田
を
出
て
札
幌
に
来

た
時
、
父
は
四
十
代
。
そ
し
て

現
在
地
下
鉄
の
窓
に
映
る
自
分

も
四
十
代
に
な
っ
た
。「
似
て
き

た
」
と
思
う
の
も
当
然
で
あ
る
。

あ
の
頃
の
父
は
ど
ん
な
心
境

で
、
も
し
今
も
生
き
て
い
た
ら

ど
ん
な
話
を
し
た
だ
ろ
う
か
。

（
男
鹿
南
秋
会
）

の
頃
に
近
い
生
活
環
境
で
あ
っ

た
。
さ
す
が
に
豚
こ
そ
飼
っ
て

い
な
か
っ
た
も
の
の
、
祖
父
が

作
る
米
や
野
菜
に
囲
ま
れ
、
か

ろ
う
じ
て
八
郎
潟
の
シ
ジ
ミ
を

食
す
こ
と
が
で
き
た
。
な
ん
と

「
と
う
み
」「
足
踏
み
脱
穀
機
」

「
枠
」
と
い
っ
た
農
機
具
か
ら

「
石
臼
」「
い
ろ
り
」に「
か
ま
ど
」

ま
で
実
家
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を

操
る
祖
父
を
見
な
が
ら
育
っ
た

の
だ
。
夏
の
夜
に
両
親
や
弟
と

エ
ッ
セ
イ

地
下
鉄
の
窓
に

地
下
鉄
の
窓
に

父
似
の
私

父
似
の
私

思
い
出　

時
代
と
共
に

思
い
出　

時
代
と
共
に

對
馬　

潤
子

武
田　

雄
治
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が
、
近
年
急
激
に
増
え
て
き
て

お
り
、
今
で
は
三
十
件
を
越
え

て
お
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
北
海
道
は
寒
冷
地

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ぶ
ど
う

栽
培
ワ
イ
ン
づ
く
り
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
素
晴
し
い

品
質
の
ワ
イ
ン
が
つ
く
ら

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。又
、

国
際
品
種
と
い
わ
れ
る
ぶ

ど
う
も
本
当
に
良
く
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
ワ
イ
ン

と
と
も
に
生
き
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
は
大
変
嬉

し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
も
の
と
す

れ
ば
、
な
ぜ
か
喜
ん
で
ば

か
り
で
い
て
良
い
も
の
か

と
も
思
い
つ
つ
、
少
し
不

安
に
も
な
る
も
の
で
す
。

　

日
本
の
ワ
イ
ン
消
費
量

も
成
人
一
人
当
り
年
間

三
・
六
㍑
位
に
も
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
一
九
八
五
年
よ
り

日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
与

え
て
お
り
ま
す
ワ
イ
ン
を

扱
う
プ
ロ
の
資
格
を
持
つ

か
た
も
五
万
人
近
く
に
も

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
私
も
、
ワ

イ
ン
塾
の
講
師
、
調
理
師
学
校

の
先
生
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
か

ら
の
ワ
イ
ン
講
演
な
ど
で
年
々

多
忙
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
大

変
あ
り
が
た
い
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

よ
く
お
客
様
か
ら
、
ワ
イ
ン

を
楽
し
み
な
が
ら
の
上
達
法
な

ど
の
ご
質
問
を
受
け
る
の
で
す

が
、
ワ
イ
ン
学
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
知
識
を
少
し
だ
け
知
っ

て
い
た
だ
き
、
日
々
楽
し
む
ワ

イ
ン
の
最
初
の
一
杯
目
だ
け

は
、
グ
ラ
ス
に
注
い
で
す
ぐ
飲

む
の
で
は
な
く
、
色
を
観
て
、

香
り
を
考
え
、
味
を
楽
し
む
よ

う
に
し
、
又
、
一
言
で
良

い
の
で
そ
の
ワ
イ
ン
の
印

象
を
ノ
ー
ト
に
で
も
記
録

し
て
こ
れ
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
ま
す
れ
ば
、
気
が

つ
い
た
時
に
は
か
な
り
の

ワ
イ
ン
通
に
な
っ
て
お
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
四
季
は
素
晴

し
い
も
の
で
す
。
是
非
こ

れ
を
機
会
に
、
道
内
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
巡
り
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
人
生
の
楽
し
み

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　

札
幌
由
利
会
も
今
年
で

四
十
二
年
目
を
迎
え
ま

す
。
私
も
会
長
を
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
十
年
に

な
り
ま
す
。
前
大
友
会
長

や
諸
先
輩
の
皆
様
に
は
こ

う
い
う
事
を
通
し
て
、
私

の
勤
務
す
る
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
ご
利
用
い
た

だ
き
な
が
ら
、
公
私
と
も
に
ご

指
導
い
た
だ
い
て
の
今
の
私
の

あ
る
事
を
い
つ
も
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
札
幌
由
利
会
、
秋
田
県

人
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
為

に
、
役
員
、
会
員
一
同
精
進
い

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

（
前
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

ふるさとは『人生の糧』

　

Ｓ
Ｌ
に
引
か
れ
て
先
ず
は
札

幌
ま
で
、
そ
れ
か
ら
札
幌
駅
で

乗
換
え
て
札
沼
線
石
狩
当
別
駅

ま
で
、
当
別
駅
か
ら
さ
ら
に
バ

ス
で
新
篠
津
地
域
の
国
営
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
目
的
地

の
現
場
事
務
所
に
よ
う
や
く
到

着
し
た
次
第
で
す
。

　

家
を
出
て
か
ら
初
め
て
の
一

人
旅
、緊
張
し
な
が
ら
の
旅
で
、

今
で
も
当
時
の
情
景
が
、
私
の

脳
裏
に
懐
か
し
く
、
走
馬
灯
の

よ
う
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

昭
和
二
十
九
年
秋
に
函
館
港

沖
合
、
七
重
浜
で
台
風
に
よ
る

連
絡
船
洞
爺
丸
の
遭
難
事
故
が

あ
り
、
残
念
な
が
ら
多
数
の
犠

牲
者
が
出
て
仕
舞
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
が
あ
っ
て

以
来
、
急
速
に
青
函
ト
ン
ネ
ル

の
話
が
世
間
で
も
話
題
と
な

り
、
事
故
か
ら
約
十
年
後
の
昭

和
三
十
八
年
二
月
か
ら
昭
和

六
十
二
年
十
二
月
ま
で
、
国
営

事
業
と
し
て
青
函
ト
ン
ネ
ル
工

短
縮
さ
れ
、
大
変
便
利
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
更
に
昨
年
平
成

二
十
八
年
三
月
に
は
新
幹
線
が

開
通
し
、
列
車
が
青
函
ト
ン
ネ

ル
を
通
過
す
る
の
に
、
僅
か

三
十
分
程
で
ト
ン
ネ
ル
を
通
り

抜
け
て
仕
舞
う
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
三
月
で
一
周
年
を
迎

え
て
、
観
光
客
の
流
れ
が
増
加

し
、
経
済
効
果
も
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
新
幹
線
の
札
幌

ま
で
の
延
伸
は
今
後
十
数
年
先

の
よ
う
で
す
が
、
最
近
、
道
内

事
が
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
総
延
長
約
五
十
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、
工
事
施

工
中
は
海
底
下
約
百
メ
ー
ト
ル

部
分
を
掘
削
す
る
と
い
う
大
工

事
で
し
た
。
工
事
中
は
漏
水
な

ど
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て

完
成
さ
れ
た
と
聞
い
て
居
り
ま

す
。
工
事
に
携
わ
っ
た
皆
様
方

に
は
、
心
か
ら
感
謝
の
外
あ
り

ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
完
成
以

来
、
青
森
と
函
館
間
は
路
線
も

電
化
さ
れ
、
時
間
的
に
大
幅
に

地
方
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
は
少
子

高
齢
化
や
社
会
の
産
業
の
変
化

に
伴
い
、赤
字
路
線
が
増
加
し
、

や
む
を
得
ず
廃
線
に
追
い
込
ま

れ
る
と
い
う
何
と
も
寂
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
各

市
町
村
長
さ
ん
初
め
道
庁
や
国

を
挙
げ
て
何
と
か
良
い
方
向
へ

向
か
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

（
能
代
山
本
会
）

　

私
は
鹿
角
郡
小
坂
町
出
身
、

昭
和
十
七
年
五
月
生
ま
れ
で
間

も
な
く
七
十
五
才
に
な
り
ま
す
。

八
人
兄
姉
の
下
か
ら
三
番
目
の

四
男
で
す
。
山
間
部
の
三
反
百

姓
で
昭
和
三
十
六
年
三
月
地
元

の
小
坂
高
等
学
校
卒
業
後
横
手

市
に
本
店
の
あ
る
羽
後
銀
行
に

入
社
、転
勤
が
多
く
仙
台
、東
京
、

山
形
、
秋
田
県
内
と
十
ヶ
所
歩

き
、
昭
和
六
十
二
年
秋
田
市
に

落
ち
つ
い
た
頃
北
海
道
札
幌
市

異
住
を
考
え
間
も
な
く
今
の
自

ラ
ザ
に
自
ら
足
を
運
び
、
秋
田

県
人
会
入
会
を
し
、
落
ち
つ
い

た
と
こ
ろ
で
自
分
の
当
面
の
目

標
と
考
え
て
い
た
「
北
海
道
の

歴
史
」
に
つ
い
て
調
べ
に
か
か

り
ま
し
た
。

　

始
め
に
赤
レ
ン
ガ
文
書
館
で

北
海
道
の
歴
史
全
体
が
解
か
る

「
年
表
」
を
求
め
、
六
世
紀
中

頃
の
「
大
化
改
新
」
か
ら
の
動

宅
の
手
稲
区
新
発
寒
の
地
を
求

め
ま
し
た
。
妻
が
オ
ホ
ー
ツ
ク

紋
別
雄
武
町
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
義
弟
妹
達
も
札
幌
に
住

ん
で
い
た
の
で
求
め
は
早
目
に
決

ま
り
ま
し
た
。
銀
行
退
職
後
関

連
企
業
等
で
七
十
一
才
ま
で
勤

め
、
平
成
二
十
五
年
七
月
末
に

札
幌
の
地
へ
異
住
で
き
ま
し
た
。

　

異
住
し
た
十
月
に
秋
田
県
プ

き
と
北
海
道
の
「
オ
ホ
ー
ツ
ク

文
化
」
か
ら
縄
文
・
擦
文
・
ア

イ
ヌ
・
和
人
の
各
文
化
と
日
本

国
中
央
の
奈
良
・
鎌
倉
・
室
町
・

安
土
桃
山
江
戸
か
ら
明
治
へ
と

重
ね
合
わ
せ
、
蝦
夷
地
の
設
地

か
ら
明
治
二
年
の
北
海
道
の
改

称
を
知
り
ま
し
た
。中
で
も「
屯

田
兵
」
を
知
ら
ず
し
て
北
海
道

は
読
れ
な
い
と
思
い
、
琴
似
・

新
発
寒
・
手
稲
・
山
鼻
・
篠し
の

路

等
地
区
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
を

廻
っ
た
。
や
は
り
我
が
出
身
地

等
「
東
北
」
秋
田
・
山
形
・
青

森
他
が
多
く
、
先
人
の
ご
苦
労

が
忍
ば
れ
ま
す
。
又
札
幌
市
の

前
身
で
あ
る
「
札
幌
村
」
や
北

海
道
全
体
が
解
る
「
北
海
道
歴

史
記
念
館
」
は
時
々
訪
問
し
た

い
も
の
で
す
。
こ
の
紙
面
で
は

ほ
ん
の
一
部
し
か
書
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
ア
イ
ヌ
文
化
は
北
海

道
の
原
点
で
し
ょ
う
。
今
後
深

堀
り
し
「
記
念
館
」
が
完
成
し

た
ら
行
っ
て
見
ま
す
。
当
面
の

楽
し
み
は
五
月
か
ら
始
ま
る
市

民
カ
レ
ッ
ジ
の
中
の
「
明
治
維

新
と
北
海
道
開
拓
」
セ
ミ
ナ
ー

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
鹿
角
郡
小
坂
町
）

成
田　

良
作

色を見て　香りを考え　味を楽しむ

「
札
幌
」
に
異
住
し
て

「
札
幌
」
に
異
住
し
て

間
も
な
く
四
年

間
も
な
く
四
年
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来
年
の
二
月
に
平
昌
（
ピ
ョ

ン
チ
ャ
ン
）
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
目
指
し

て
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
る
秋
田
出
身
の
若
者
三
人

（
何
れ
も
体
育
学
校
の
特
別
体

育
学
生
）
が
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
お
り
ま
す
。
立
崎
芙
由

子
（
旧
姓
鈴
木
・
米
内
沢
高
）

倍
賞
和
己
（
花
輪
高
）
田
中
き

ら
り
（
花
輪
高
）
の
三
名
で
す
。

　

立
崎
選
手
は
、
来
年
で
四
回

目
の
出
場
で
八
位
以
内
、
い
や

メ
ダ
ル
を
狙
え
る
位
置
に
お
り

ま
す
。
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
倍
賞
選
手
は
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
を
始
め
て
五
年
目
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
世
界
ジ
ュ
ニ

ビ
ュ
ー
し
た
当
時
に
は
持
っ
て

生
ま
れ
た
抜
群
の
射
撃
セ
ン
ス

を
「
ま
た
ぎ
の
孫
」
と
世
界
中

に
そ
の
名
前
を
響
か
せ
ま
し

た
。
来
年
こ
そ
持
っ
て
生
ま
れ

た
セ
ン
ス
を
発
揮
す
る
年
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

田
中
選
手
も
ま
だ
経
験
が
少

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
先
輩
選

手
を
追
い
越
し
て
世
界
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
の
が
一
昨
年
で

す
。
今
後
走
力
を
強
化
し
て
い

け
ば
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
保

証
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

倍
賞
君
は
、
抜
群
の
ス
キ
ー

ア
ー
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ッ
プ

等
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
田

中
選
手
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
も
出
場
し

ま
し
た
。

　

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
日
本

が
「
銃
刀
法
規
制
」
が
厳
し
い

た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
豪
国

の
よ
う
に
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学

生
）
時
代
か
ら
銃
を
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

日
本
チ
ー
ム
の
大
き
な
ハ
ン
デ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
立
崎
選
手
が
デ

走
力
を
も
っ

て
お
り
、
今

後
射
撃
の
命

中
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
世

界
に
羽
ば
た

く
こ
と
間
違

い
な
い
。

　

射
撃
力
の

向
上
は
経
験

が
極
め
て
重

要
で
す
。
天

候
・
気
象
特

に
風
に
対
す
る
対
応
、
脈
拍
管

理
、
射
撃
姿
勢
と
射
撃
に
要
す

る
時
間
と
短
時
間
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ

る
の
で
す
。

　

彼
ら
は
こ
れ
か
ら
国
内
や
韓

国
で
の
合
宿
で
走
力
と
射
撃
力

を
強
化
し
、
十
月
末
か
ら
の
北

欧
合
宿
、
そ
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
参
戦
を
経
て
二
月
韓
国

五
輪
に
臨
む
予
定
で
す
。

　

来
年
の
前
哨
戦
と
し
て
行
わ

れ
た
今
年
二
月
の
「
冬
季
ア
ジ

ア
札
幌
大
会
」
で
は
、「
金
メ

ダ
ル
一
個
、
銅
メ
ダ
ル
七
個
」

を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
立
崎
選

手
は「
銅
メ
ダ
ル
二
個
」を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
倍

賞
君
と
田
中
君
は
メ
ダ
ル
に
は

手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
行
わ
れ
た
国
内
大
会
で

田
中
選
手
は
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

射
撃
」（
ノ
ー
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）

で
完
全
優
勝
し
ま
し
た
。
韓
国

五
輪
、
北
京
五
輪
と
わ
が
県
出

身
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
は
さ

ら
に
私
た
ち
に
楽
し
み
を
提
供

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
「
頑
張
れ
〝
お
ら
が
国
の
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
〞」

（
横
手・平
鹿
会　

粕
加
屋　

實
）

倍賞和己選手

田中きらり選手

アジア大会でメダルを受ける日本チーム

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　

島
義
勇
は
文
政
五
年

（
一
八
二
二
年
）
佐
賀
藩
士
島

市
郎
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
佐

賀
城
下
に
生
ま
れ
る
。
文
政

十
三
年
（
一
八
三
〇
年
）
藩
校

弘
道
館
に
学
ぶ
。
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
年
）
諸
国
を
遊
学

し
佐
藤
一
斉
・
藤
田
東
湖
・
林

桜
園
ら
に
学
ぶ
。

　

こ
の
頃
の
秋
田
は
羽
後
仙
北

郡
秋
田
藩
の
農
民
三
百
人
が
凶

作
、
余
米
収
徴
に
よ
り
打
こ
わ

し
、
御
用
銀
賦
課
に
対
し
て
不

穏
な
動
き
が
あ
っ
て
騒
然
と
し

て
い
た
。

　

帰
国
し
た
義
勇
は
弘
道
館

の
目
付
と
な
る
。
文
政
三
年

（
一
八
五
六
年
）
〜
文
政
四
年
、

箱
館
奉
行
堀
利
照
の
近
習
と
な

り
北
東
北
や
北
海
道
を
め
ぐ
り

「
入
北
記
」
を
残
す
。
良
く
知

ら
れ
た
吉
田
松
陰
が
松
下
村
塾

再
興
し
た
頃
で
す
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）

北
海
道
開
拓
使
初
代
首
席
判
官

と
し
て
世
界
一
の
都
を
作
る
と

張
り
切
っ
て
札
幌
へ
向
か
う
。

　

明
治
二
年
九
月
二
十
日
、
船

で
品
川
を
出
発
、
九
月
二
十
五

日
箱
館
に
着
く
。
上
陸
し
て
黒

松
内
・
磯
谷
・
岩
内
を
通
り
小

樽
を
経
て
銭
函
に
着
く
。

　

こ
ゝ
に
仮
役
所
を
設
け
、
義

勇
は
札
幌
に
入
り
、
円
山
の

丘
に
登
っ
て
眼
下
を
見
渡
す

と
広
々
と
平
原
が
拡
が
っ
て
居

り
、
北
海
道
の
首
府
を
置
く
の

に
最
適
の
場
所
と
定
め
る
。

　

厳
寒
の
荒
野
の
村
に
幾
晩
も

泊
り
、
首
都
造
り
は
大
変
な
工

事
で
あ
っ
た
。
一
年
分
の
開
発

予
算
を
三
ケ
月
で
三
分
の
二
を

使
い
果
た
し
、
開
拓
使
函
館
本

府
か
ら
非
難
の
声
が
上
が
り
東

京
召
喚
さ
れ
わ
ず
か
六
ケ
月
で

辞
め
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
頃
の
秋
田
は
明
治
四
年

（
一
八
七
一
年
）
久
保
田
藩
を

秋
田
藩
と
改
称
。
島
義
勇
は
明

治
五
年
一
月
、
秋
田
初
代
権
令

（
知
事
）
と
な
り
東
京
新
富
町

の
秋
田
県
支
庁
へ
出
支
、
四
月

三
日
秋
田
長
野
町
の
旧
佐
竹
北

家
邸
に
入
る
。
四
月
二
十
日
久

保
田
城
本
丸
に
秋
田
県
庁
を
開

庁
し
た
。

　

次
に
秋
田
県
の
振
興
政
策
と

し
て
八
郎
潟
開
発
計
画
を
発

表
。
八
郎
潟
の
開
港
、
更
に
堀

割
の
費
用
十
五
万
両
、
汽
船
二

隻
の
購
入
代
八
千
両
、
外
国
人

技
師
の
雇
入
に
二
千
両
、
計

初
代
秋
田
県
令　

島

初
代
秋
田
県
令　

島
義義よ

し
よ
し

勇勇た
け
た
け

の
歩
み

の
歩
み

秋
田
市
ふ
る
さ
と
会　

永
井　

継
一

初代秋田県令　島義勇の歩み

お
ら
が
〝
ま
た
ぎ
の
孫
〞

お
ら
が
〝
ま
た
ぎ
の
孫
〞

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
３
選
手

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
３
選
手

平
昌
五
輪
へ
照
準　
今
度
こ
そ
金
メ
ダ
ル
を
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私
は
終
戦
直
前
に
大
阪
か
ら

両
親
の
郷
里
・
刈
和
野
へ
疎
開

し
て
き
た
者
で
す
が
、
北
海
道

に
来
て
か
ら
も
親
兄
弟
た
ち
の

居
る
刈
和
野
へ
帰
郷
し
す
っ
か

り
秋
田
人
（
仙
北
人
）
に
な
り

き
っ
て
居
り
ま
す
。

　

昔
は
国
鉄
の
急
行
列
車
と
青

函
連
絡
船
を
使
っ
て
殆
ん
ど
一

日
が
か
り
で
刈
和
野
へ
帰
郷
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
は
飛
行

機
で
秋
田
〜
札
幌
間
は
日
帰
り

出
来
る
時
代
に
な
り
隔
世
の
感

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。「
秋
田

県
人
会
」
と
言
っ
て
も
秋
田
市

近
辺
、
北
秋
、
南
秋
で
は
多
少

言
葉
も
違
い
（
現
在
は
殆
ん
ど

も
仙
北
郡
、
平
鹿
群
、
雄
勝
郡

出
身
者
ば
か
り
）、
家
の
中
は

秋
田
弁
ば
か
り
で
し
た
。
で
す

か
ら
近
所
の
人
た
ち
は
「
今
野

さ
ん
の
会
社
の
人
た
ち
の
言
葉

は
解
ら
へ
ん
、
朝
鮮
人
と
違
う

か
？
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
お
り
ま
す
。（
当
時
の
朝

鮮
半
島
は
日
本
の
領
土
で
あ

り
、
日
本
国
籍
の
朝
鮮
人
が
大

阪
に
は
沢
山
居
住
し
て
働
い
て

い
た
。）

　

私
は
幼
時
近
所
の
子
供
達
と

遊
ん
だ
時
か
ら
、
小
・
中
学
校

違
い
が
無
く
な
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
）
多
少
違
和
感
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
や
は
り
仙
北
衆
と
な
り
ま

す
と
一
段
と
親
近
感
を
抱
く
の

も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
妻
も

大
曲
育
ち
で
す
か
ら
私
も
大
曲

に
は
時
々
参
り
ま
す
。

　

話
は
戻
り
ま
す
が
大
正
の
終

り
か
ら
昭
和
に
か
け
て
大
阪
で

事
業
を
し
て
い
た
父
（
大
曲
出

身
）
は
、
会
社
の
従
業
員
や
女

中
た
ち
も
皆
秋
田
か
ら
呼
び
寄

せ
て
お
り
ま
し
た
の
で
（
そ
れ

て
か
ら
六
十
五
年
に
な
り
ま
す

が
、
秋
田
の
血
を
承
い
た
道
民

の
ひ
と
り
と
し
て
暮
し
て
お
り

ま
す
。
九
十
才
と
い
う
年
令
で

は
、
あ
と
何
年
生
き
れ
る
か
解

り
ま
せ
ん
が
「
死
ぬ
ま
で
生
き

る
」
つ
も
り
で
す
か
ら
現
在
も

毎
日
診
療
に
従
事
し
て
動
き

回
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
時
代

に
陸
上
の
選
手
だ
っ
た
事
が
現

在
ま
で
永
生
き
出
来
て
い
る
理

由
の
一
つ
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
・
仙

北
会
に
出
席
し
て
）（

仙
北
会
）

の
生
徒
で
あ
っ
た
頃
ま
で
大
阪

弁
で
話
し
て
お
り
ま
し
た
か

ら
、
家
の
中
で
は
秋
田
弁
を
聞

き
（
喋
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
）
外
で
は
大
阪
弁
で

喋
っ
て
居
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
初
め
頃
は
会
社
か
ら

郵
便
物
を
出
す
の
に
秋
田
県

4

4

4

と

は
書
か
ず
に
「
羽
後
の
国
、
仙

北
郡ご
う
り刈
和
野
村
」
と
書
い
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
亦
、隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
私
が
昭
和
十
九
年

に
秋
田
の
中
学
へ
転
校
し
た
時

も
言
葉
に
は
全
く
不
自
由
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
仲
間
に

融
解
で
き
た
の
も
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
北
海
道
（
札
幌
）
へ
来

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　
「
秋
田
銀
行
秋
田
支
店
」
と

い
う
店
舗
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
に
大
町
支
店
へ
統

合
さ
れ
、
そ
の
後
建
物
も
取
り

壊
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。

　

な
お
、
私
は
「
秋
田
銀
行
」

や
関
連
会
社
の
職
員
・
Ｏ
Ｂ
・

関
係
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

十
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
秋
田

観
光
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
時
に
「
赤
れ
ん
が
郷
土
館
」

等
に
行
き
ま
し
た
。

　

街
並
み
を
散
策
し
て
い
た
と

き
、偶
然
見
つ
け
た
建
物
が「
秋

田
銀
行
秋
田
支
店
」
で
し
た
。

「
銀
行
あ
る
あ
る
」
み
た
い
な

話
で
す
が
、
県
名
が
つ
き
、
県

庁
所
在
地
に
本
店
を
持
つ
銀
行

は
、
同
名
の
「
支
店
」
が
あ
る

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
、
全
国

に
数
行
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旅
先
の
一
枚
と
し
て
、
夫
婦

で
店
舗
前
に
て
行
店
名
を
バ
ッ

ク
に
記
念
撮
影
し
て
き
た
も
の

で
す
。

　

後
で
知
り
ま
し
た
が
、
こ
の

建
物
は
元
「々
秋
田
貯
蓄
銀
行
」

の
本
店
店
舗
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
形
あ
る
も
の
は
い
ず
れ
無

く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
チ
ョ
ッ
ト
残
念
な
気
も
し

ま
す
。「
秋
田
貯
蓄
銀
行
」
は

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に

現
「
秋
田
銀
行
」
と
合
併
の
歴

史
。「
赤
れ
ん
が
郷
土
館
」
は

県
人
の
皆
さ
ま
は
周
知
で
し
ょ

う
が
、「
旧
秋
田
銀
行
本
店
」

の
建
物
で
、
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）
完
成
、
今
も
立

派
な
、
綺
麗
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
赤
れ
ん
が
郷
土
館
」

と
な
っ
て
い
る
建
物
に
「
秋
田

銀
行
秋
田
支
店
」
が
あ
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
が
、
戦
後

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接
収
さ
れ
、
結
局
、

支
店
は
「
秋
田
貯
銀
本
店
」
あ

と
の
店
舗
に
戻
っ
た
経
緯
と
の

こ
と
で
す
。「
赤
れ
ん
が
郷
土

館
」
か
ら
近
い
場
所
に
あ
っ
た

「
秋
田
銀
行
秋
田
支
店
」。
建
物

の
保
存
に
は
種
々
の
事
情
か
ら

難
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

現
在
は
コ
ン
ビ
ニ
が
営
業
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

保
存
で
き
る
も
の
は
し
て
も

ら
い
た
い
と
、
庶
民
の
願
い
で

す
が
、
時
代
背
景
等
に
は
か
な

わ
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

他
の
「
古
き
時
代
」
の
も
の

も
、
な
く
な
る
前
に
…

　

定
年
後
に
は
、
そ
ん
な
歴
史

探
訪
観
光
も
し
て
み
た
い
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
大
館
北
秋
会
）

六
十
万
両
の
借
用
を
政
府
に
申

し
出
た
。

　

更
に
医
学
教
育
充
実
と
し
て

士
族
の
子
弟
の
入
門
、
患
者
が

増
加
し
て
い
る
為
、
医
学
院
の

教
授
を
二
名
と
洋
学
校
の
助
教

二
名
の
派
遣
を
文
部
省
に
要
請

し
た
。
同
時
に
秋
田
市
内
の
広

小
路
土
橋
・
通
町
橋
・
茶
町
横

町
の
四
ケ
所
に
立
札
を
立
て
開

発
の
た
め
の
寄
付
を
一
般
に
求

め
た
。
又
、
大
蔵
卿
大
久
保
利

通
に
建
白
書
を
提
出
し
た
。

　

し
か
し
井
上
馨
大
蔵
大
輔
と

衝
突
し
退
官
し
た
た
め
に
こ
の

計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
八

郎
潟
の
干
拓
に
つ
い
て
は
、
島

義
勇
が
有
明
海
の
干
拓
が
盛
ん

な
佐
賀
の
出
身
で
あ
る
事
を
考

え
る
と
、
八
郎
潟
の
干
拓
の
計

画
を
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。

　

後
年
実
際
に
八
郎
潟
干
拓
事

業
が
着
工
さ
れ
た
の
は
、
小
畑

勇
二
郎
知
事
の
昭
和
三
十
二
年

の
四
月
で
あ
る
。
そ
の
後
十
一

年
経
っ
て
昭
和
四
十
三
年
に
第

一
次
入
植
者
五
十
七
名
が
耕
作

を
開
始
、
干
拓
事
業
の
竣
工
は

昭
和
五
十
二
年
で
広
大
な
農
地

を
耕
し
て
今
の
大
潟
村
が
あ
り

ま
す
。

　

義
勇
は
佐
賀
に
帰
国
後
「
佐

賀
の
変
」
で
郷
里
の
憂
国
党
の

党
首
に
推
さ
れ
、
江
藤
新
平
と

共
に
挙
兵
、
戦
に
敗
れ
て
明
治

七
年
四
月
十
三
日
に
は
梟き
ょ
う首
の

刑
と
な
る
。
享
年
五
十
二
才
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
生
前
の
勲
功
に
大
正

五
年
（
一
九
一
六
年
）
従
四
位

を
贈
ら
れ
、
汚
名
は
注
が
れ
て

命
日
四
月
十
三
日
に
は
島
判
官

慰
霊
祭
が
毎
年
催
さ
れ
る
。

　

参
考
の
た
め
次
の
事
を
記
し

て
お
く
。
円
山
公
園
の
桜
は
従

者
で
あ
っ
た
福
王
仙
吉
が
島
の

死
後
、
そ
の
鎮
魂
の
た
め
明
治

八
年
、
札
幌
神
社
の
参
道
に
植

え
た
百
五
十
本
が
桜
の
始
ま
り

と
な
っ
た
。
島
の
人
形
を
あ
し

ら
っ
た
山
車
「
開
府
判
官
」
と

し
て
山
鼻
祭
典
区
に
よ
っ
て
供

奉
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
神
宮

の
四
神
は
島
義
勇
が
着
任
す
る

時
、
自
ら
背
負
っ
て
札
幌
入
り

し
た
開
拓
三
神
が
次
に
記
す
神

で
あ
る
。

　

一
、
大
国
魂
神

　
　
（
オ
オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ
）

　

二
、
大
那
牟
遅
神

　
　
（
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
カ
ミ
）

　

三
、
小
彦
名
神

　
　
（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
カ
ミ
）

　

四
、
明
治
天
皇

　
　
（
昭
和
三
十
九
年
追
加
合

　
　
　
　
　
　
　

祀
さ
れ
た
）

平
成
二
十
九
年
三
月

初代秋田県令　島義勇の歩み

三
浦　
　

潔

今
野　

陽
三

秋
田
銀
行
秋
田
支
店

秋
田
銀
行
秋
田
支
店

大
阪
か
ら
刈
和
野
、

大
阪
か
ら
刈
和
野
、

そ
し
て
札
幌
六
十
五
年

そ
し
て
札
幌
六
十
五
年
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私
は
こ
の
数
年
九
月
に
秋
田

に
行
く
。
以
前
は
中
学
の
同
期

会
の
た
め
六
月
下
旬
に
行
く
こ

と
が
多
か
っ
た
。
バ
イ
パ
ス
が

で
き
た
り
、
新
し
い
住
宅
地
が

出
現
し
た
り
し
て
故
郷
の
町
の

変
化
を
感
じ
て
来
ま
し
た
。
十

文
字
町
を
離
れ
て
十
年
毎
位
に

大
き
な
変
わ
り
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
現
地
を
車
で

走
っ
て
み
た
ら
違
い
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
シ
ー
ト
が
敷
き
つ
め
ら

　

秋
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
驚

い
た
の
は
三
角
山
か
ら
真
と
山

に
か
け
て
の
山
裾
が
光
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

れ
て
い
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
の
下

も
色
づ
く
よ
う
に
反
射
さ
れ
る

た
め
敷
い
て
い
る
も
の
で
し

た
。
平
鹿
リ
ン
ゴ
の
産
地
で
す

か
ら
大
変
な
努
力
を
し
て
い
る

の
が
判
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
緑
の
山
河
と
言

い
ま
す
が
光
景
を
一
変
さ
せ
る

こ
と
が
あ
る
と
複
雑
な
気
持
に

な
り
ま
し
た
。

　

秋
田
新
幹
線
が
出
来
て
以

来
、
奥
羽
本
線
の
さ
び
れ
よ
う

は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
特
急
が
何
本
も

か
わ
り
ゆ
く
故
郷
の
山
河

か
わ
り
ゆ
く
故
郷
の
山
河

 

横
手
平
賀
会　

堀
川　

輝
男

（
９
ペ
ー
ジ
へ
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　

民
放
の
人
気
ラ
ジ
オ
番
組

に
、
ほ
っ
か
い
ど
う
百
年
物
語

と
い
う
番
組
が
あ
る
こ
と
皆
様

方
よ
く
御
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
書
店
で
も
単
行
本
と
し

て
も
販
売
さ
れ
て
も
う
一
〇
冊

位
に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
の
秋
田
県
人
と
し
て

は
小
樽
市
に
銅
像
が
た
ち
葬
儀

参
列
者
一
万
人
と
か
言
わ
れ
た

土
崎
出
身
の
財
界
超
大
物
藤
山

要
吉
（
旧
姓
古
谷
）
異
色
の
作

家
小
林
多
喜
二
な
ど
ほ
ん
の
数

名
な
ん
で
す
が
、
な
ん
と
言
っ

て
も
我
秋
田
県
人
会
五
代
目

会
長
栗
林
元
二
郎
氏
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
わ
け
。
今
話
題
の
札
幌

ド
ー
ム
問
題
で
脚
光
を
浴
び
て

い
る
八
紘
学
園
の
創
立
者
で
あ

り
、
ま
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理

の
草
分
け
と
し
て
も
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
先
般
惜
し
く
も
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
元
北

大
教
授
で
秋
田
県
人
会
顧
問

河
田
啓
一
郎
先
生
が
札
幌
秋
田

県
人
会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念

号
に
栗
林
元
二
郎
氏
の
偉
業
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
栗
林
さ

ん
の
姪
御
で
栗
林
さ
ん
が
可
愛

が
っ
て
い
た
方
が
角
館
で
山
菜

料
理
主
体
の
料
理
店
を
経
営
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
で
か

け
下
さ
い
。（
東
海
林
愛
子
さ
ん
）

　

さ
て
そ
の
ほ
っ
か
い
ど
う
百

年
物
語
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
冒

頭
に
必
ず
語
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
（
北
海
道
の
開
拓
の

歴
史
は
壮
絶
な
ド
ラ
マ
の
連
続

で
あ
っ
た
）
と
か
（
北
の
大
地

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
先
人
た
ち

の
壮
絶
な
生
き
ざ
ま
）
と
か
勇

壮
で
お
奇
麗
な
表
現
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
私
的
に
は
何
か
し

ら
空
虚
な
ひ
び
き
を
感
じ
る
の

で
す
。
そ
の
理
由
は
登
場
人
物

は
小
林
多
喜
二
の
よ
う
な
可
愛

想
な
人
は
稀
で
た
い
へ
ん
な
苦

労
は
し
て
も
ほ
と
ん
ど
勝
利
者

で
あ
り
こ
の
一
握
り
の
成
功
者

の
影
に
は
何
万
何
十
万
と
い
う

路
傍
の
石
の
よ
う
な
気
の
毒
な

民
草
が
存
在
し
た
と
思
う
か
ら

で
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
哀

れ
な
民
草
の
一
人
で
あ
る
自
分

ゆ
え
む
な
し
さ
を
感
じ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
自
分

が
渡
道
し
て
早
六
〇
年
近
く
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

六
〇
年
は
思
い
出
す
の
も
嫌
に

な
る
不
運
な
ド
ラ
マ
（
？
）
の

連
続
で
し
た
。
労
働
災
害
数
知

れ
ず
交
通
事
故
も
又
同
様
、
火

事
に
大
病
な
ど
九
回
も
一
〇
回

も
死
に
損
な
い
ま
し
た
。
信
心

ぶ
か
い
わ
け
で
も
な
く
善
行
を

施
し
て
き
た
訳
で
も
な
い
自
分

が
ウ
タ
テ
ク
な
る
程
の
災
難
の

中
こ
の
年
令
ま
で
生
き
て
こ
れ

た
の
は
何
ゆ
え
だ
ろ
う
か
、
単

に
運
と
か
奇
跡
で
か
た
ず
け
ら

れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
後
期
高

齢
者
に
な
っ
て
か
ら
急
に
命
根

性
き
た
な
く
な
っ
て
、
こ
の
先

寿
命
を
全
う
す
る
た
め
に
は
何

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
と
ク
ヨ
ク
ヨ
考
え
る
よ
う

命
の
恩
人
は
秋
田
弁

秋
田
市
ふ
る
さ
と
会　

秋
元　

敏
見

　

私
が
札
幌
に
住
む
こ
と
に

な
っ
た
の
は
偶
然
で
あ
っ
た

が
、
今
考
え
る
と
必
然
で
あ
っ

た
よ
う
に
も
思
う
。

　

私
の
生
家
は
市
町
村
合
併
に

よ
り
今
は
横
手
市
に
編
入
さ
れ

て
い
る
が
、
当
時
は
平
鹿
郡
大

森
町
字
上
溝
、
通
称
八
沢
木
と

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
山
間
の
村
で
文
字
通
り
八

つ
の
沢
か
ら
な
る
辺
鄙
な
所
。

バ
ス
停
ま
で
出
る
の
に
歩
い
て

一
時
間
も
か
か
っ
た
。
高
校
は

横
手
高
校
（
美
入
野
）
に
進
学

し
た
が
、
自
宅
か
ら
高
校
ま
で

は
約
二
十
㎞
。
夏
場
は
自
転
車

で
も
通
学
で
き
た
が
冬
場
は
と

て
も
無
理
。
そ
こ
で
高
校
の
近

く
に
冬
期
間
だ
け
下
宿
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
農

家
の
方
が
冬
場
の
副
業
を
兼
ね

た
下
宿
屋
を
何
軒
か
営
ん
で
お

り
私
も
そ
の
内
の
一
軒
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
家
さ
ん
は
高
橋
さ
ん
と
い

い
、
二
階
の
二
間
を
下
宿
と
し

て
い
た
。私
が
高
校
一
年
の
冬
、

十
一
月
の
末
で
あ
っ
た
か
と
思

の
考
え
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

恋
愛
感
情
に
似
て
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
自
分
の
中
で
ど
ん
ど

ん
想
像
が
膨
ら
み
あ
ば
た
も
笑

く
ぼ
状
態
に
な
っ
た
。
旭
川
に

親
戚
が
あ
り
小
学
生
の
時
に
一

度
だ
け
北
海
道
に
来
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
札
幌
は
初
め
て
。
遥

か
に
広
が
る
地
平
線
の
向
こ
う

に
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
田
園

風
景
。
札
幌
は
私
の
中
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
『
北
の
国
か
ら
』

の
世
界
で
あ
っ
た
。
実
際
に
来

て
見
て
こ
れ
は
単
な
る
私
の
思

い
過
ご
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
大

し
た
落
胆
は
し
な
か
っ
た
。
受

験
勉
強
か
ら
解
放
さ
れ
て
ま
さ

に
青
春
を
謳
歌
し
よ
う
と
気
持

ち
は
高
揚
し
て
い
た
し
、
な
に

や
ら
妖
し
げ
な
薄
野
と
い
う
街

も
近
か
っ
た
。
た
だ
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
を
吹
き
抜
け

う
が
こ
ち
ら
に
入
居
す
る
と
既

に
三
年
生
の
先
輩
が
隣
の
部
屋

に
い
ら
し
た
。
挨
拶
に
伺
う
と

「
受
験
勉
強
で
忙
し
い
が
九
時

か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
は
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
に
し
て
い
る
。
息

抜
き
の
為
に
三
十
分
は
一
緒
に

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
雑
談

し
よ
う
」。
冬
休
み
で
帰
省
し

た
時
や
受
験
の
為
に
部
屋
を
開

け
る
時
を
除
き
先
輩
が
こ
こ
を

出
る
ま
で
毎
日
こ
の
日
課
が
続

い
た
。

　

こ
の
休
憩
時
間
の
会
話
の
中

で
、
先
輩
の
お
兄
さ
ん
が
北
海

道
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と

や
、
北
海
道
大
学
が
ど
ん
な
に

か
魅
力
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

る
か
と
い
う
お
話
を
伺
い
関

心
、
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
そ

れ
ま
で
は
な
ん
と
な
く
東
北
大

学
を
志
望
し
て
い
た
の
が
こ
の

先
輩
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
私

る
四
月
の
風
が
非
常
に
強
く
肌

寒
い
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
こ

こ
は
土
煙
舞
う
荒
涼
た
る
砂
漠

の
中
の
街
。
な
ら
ず
者
が
集
ま

る
酒
場
の
前
の
通
り
を
夕
闇
迫

る
頃
、
枯
れ
草
の
魂
が
風
に
飛

ん
で
い
く
。
無
法
者
と
ヒ
ー

ロ
ー
が
酒
場
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

隣
り
合
い
目
と
目
か
ら
火
花
が

飛
ぶ
お
決
ま
り
の
西
部
劇
の
緊

張
の
シ
ー
ン
を
思
い
浮
か
べ
、

札
幌
の
人
た
ち
の
心
も
さ
さ
く

れ
立
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と

勝
手
に
思
い
込
ん
だ
。
共
通
点

を
強
い
て
あ
げ
れ
ば
ア
メ
リ
カ

西
部
も
北
海
道
も
開
拓
の
地
と

い
う
こ
と
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
後
年
高
校
の
同

窓
会
名
簿
が
届
き
、
私
を
札

幌
に
誘
い
結
果
的
に
人
生
の

大
半
を
こ
こ
で
過
ご
す
事
に
な

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

た
先
輩
の
消
息
を
調
べ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
私
よ
り
年
次
が
二

年
上
の
後
藤
さ
ん
、
確
か
大
曲

の
ご
出
身
と
伺
っ
て
い
た
が
そ

の
名
簿
を
見
る
限
り
後
藤
さ
ん

と
い
う
方
は
一
名
し
か
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。
お
勤
め
先
は
安

田
火
災
海
上
保
険
（
株
）。
仕

事
の
関
係
で
こ
の
会
社
と
は
親

し
く
し
て
お
り
確
認
し
て
頂
け

た
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
の
別

人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
何
か
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ

う
な
気
分
が
残
っ
た
。

　

高
校
生
の
時
に
た
ま
た
ま
下

宿
屋
で
隣
り
合
わ
せ
た
先
輩
と

の
出
会
い
が
札
幌
、
北
海
道
へ

導
い
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
と

不
思
議
な
気
が
す
る
。
こ
の
先

輩
に
限
ら
ず
幾
多
の
出
会
い
が

あ
り
今
日
の
自
分
を
作
っ
て
く

れ
た
の
だ
と
思
う
と
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
の
顔
が
思
い
浮
か

び
感
謝
の
気
持
が
湧
い
て
く

る
。
札
幌
に
来
た
ば
か
り
の
頃

感
じ
た
風
の
強
さ
は
今
は
気
に

な
ら
な
い
。
春
を
運
ん
で
き
て

く
れ
る
馬
糞
風
の
季
節
が
ま
た

や
っ
て
く
る
。

馬
糞
風
が
吹
き
始
め
る
頃
に

馬
糞
風
が
吹
き
始
め
る
頃
に

 

札
幌
秋
田
県
人
会
幹
事
長　

原
田
彦
ェ
門

命の恩人は秋田弁①

短篇小説



第　15　号（9）　2017年５月20日 あ　　　き　　　た
走
っ
て
い
た
も
の
が
、
各
駅
停

車
が
一
時
間
に
一
本
と
い
う
全

く
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
な
り
、
駅

ま
い
ま
し
た
。
人
口
減
少
全
国

一
に
歯
止
め
が
で
き
な
い
か
気

に
し
て
い
ま
す
。

前
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
が
見
ら
れ
る
の
は
道
の
駅

か
ス
ー
パ
ー
と
全
く
変
っ
て
し

　

小
学
校
、
中
学
校
の
学
力
が

全
国
上
位
に
並
ん
で
い
る
こ
と

は
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。是
非
、

優
秀
な
若
者
を
輩
出
す
る
県
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
８
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

に
な
り
ま
し
た
。
恐
山
の
イ
タ

コ
が
あ
る
か
な
と
考
え
て
み
ま

し
た
が
根
が
小
心
者
の
た
め
、

恐
山
の
名
前
を
聞
く
だ
け
で
び

び
っ
て
し
ま
い
、
秋
田
の
友
人

に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。
友
人

は
（
昔
エ
ジ
コ
や
っ
て
た
ど
も

今
や
め
た
ヘ
チ
ャ
ム
ク
レ
の
八

掛
見
婆
さ
ん
の
見
立
て
良
く
当

る
で
ヤ
話
だ
見
で
も
ら
え
）
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
元
エ
ジ
コ
婆
さ
ん
の
御
宣

託
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
「
オ
メ
ハ
ン
恩
義
に
厚
い
ド
コ

あ
る
し
な
、
今
で
も
オ
メ
ハ
ン

が
忘
れ
ぬ
恩
人
の
ひ
だ
べ
な
、

こ
れ
か
ら
先
も
そ
の
恩
人
忘
れ

ね
ば
死
ぬ
ま
で
生
き
る
し
べ
」

　

こ
れ
か
ら
そ
の
恩
人
の
話
を

致
し
ま
し
ょ
う
。

　

六
〇
年
近
く
前
、
秋
田
の
鉱

業
専
門
の
学
校
を
卒
業
し
て
北

海
道
の
小
さ
な
会
社
に
就
職
し

て
す
ぐ
に
行
か
さ
れ
た
の
が
ト

ン
ネ
ル
工
事
現
場
で
し
た
。
そ

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
い
う
の
は

石
狩
と
十
勝
を
結
ぶ
新
狩
勝
ト

ン
ネ
ル
と
い
う
大
き
な
工
事
で

日
本
を
代
表
す
る
土
建
会
社
Ｋ

島
組
と
か
Ｎ
松
建
設
と
か
Ｍ
田

工
業
と
か
何
社
も
工
区
毎
に
分

か
れ
鎬
を
削
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

自
分
は
Ｋ
島
組
の
下
請
け
の

そ
の
ま
た
下
の
協
力
会
社
の
鍛

冶
場
と
か
言
う
現
場
で
機
械
修

理
の
見
習
い
工
で
し
た
。
宿
泊

り
食
事
は
飯
場
と
称
す
る
土
工

連
中
と
一
緒
の
合
宿
所
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
タ
コ
部

屋
と
い
う
言
葉
も
残
っ
て
お
り

ま
し
た
が
文
字
通
り
の
タ
コ
部

屋
で
殺
人
者
を
筆
頭
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
犯
罪
者
Ｏ
Ｂ
（
？
）

の
土
工
連
中
と
寝
食
を
と
も
に

し
ま
し
た
。

　

自
分
が
勤
務
し
た
一
年
足
ら

ず
の
間
に
も
ト
ン
ネ
ル
工
事
で

一
〇
人
以
上
の
死
者
の
出
た
難

工
事
だ
っ
た
の
で
す
。
明
日
の

命
も
知
れ
な
い
難
工
事
の
せ
い

も
あ
っ
て
か
土
工
連
中
は
意
外

に
仲
良
く
、
そ
し
て
お
人
良
し

が
多
く
自
分
は
年
少
と
い
う
こ

と
も
あ
り
可
愛
が
ら
れ
て
タ
コ

部
屋
の
印
象
は
悪
く
は
な
か
っ

た
で
す
。

　

自
分
の
毎
日
の
仕
事
の
場
で

あ
る
鍛
冶
場
に
は
六
〇
才
位
の

昔
な
ら
相
当
イ
ケ
メ
ン
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
佐
々
木
さ
ん
と
い

う
人
が
居
り
ま
し
た
。
と
て
も

腕
の
い
い
人
で
工
事
現
場
の
凡

ゆ
る
機
械
の
修
理
を
一
人
で
こ

な
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
親
し
く
な
り
仕
事
の
合

間
に
色
々
会
話
を
し
ま
し
た
。

秋
田
訛
に
感
じ
た
の
で
、

　
「
ア
ダ
秋
田
の
人
で
ね
し

か
？
」

　
「
ん
だ
、
良
ぐ
分
っ
た
な
土

崎
よ
、
オ
メ
は
？
」

　
「
県
内
を
転
々
と
し
て
住
所

不
定
み
で
だ
も
ん
だ
し
、
本
籍

は
南
秋
田
郡
保
戸
野
鉄
鉋
町
と

い
う
ど
こ
だ
し
」

　
「
な
に
よ
隣
だ
べ
し
や
」

　

た
い
へ
ん
親
し
く
な
り
親
子

の
よ
う
な
年
令
差
も
あ
っ
て
か

普
通
は
教
え
な
い
職
人
の
技
を

親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
や
さ
し
い
人
で
し
た
。

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
恩
人
の
一

人
で
す
。
事
故
の
多
い
現
場
で

も
あ
り
自
分
も
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
い
、
一
年
足
ら
ず
で
選
手
交

代
の
日
が
き
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
は

　
「
お
め
え
、
え
な
ぐ
な
る
と

淋
し
な
や
、
誰
に
も
ゆ
っ
た
ご

ど
な
い
話
だ
ど
も
、
お
め
え
聞

く
耳
あ
る
が
や
」

　
「
も
ち
ろ
ん
あ
る
し
、
仕
事

　

故
郷
を
離
れ
て
札
幌
に
住

み
、
半
世
紀
も
た
ち
ま
し
た
。

　

私
の
実
家
は
潟
上
市
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
の
八
月
、
お
盆
の

準
備
も
か
ね
て
お
墓
参
り
に
行

き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
秋
田
は

私
に
は
猛
暑
に
思
え
る
ほ
ど
の

暑
さ
で
し
た
。

　

家
か
ら
歩
い
て
二
十
分
ほ

ど
、
小
高
い
山
の
ふ
も
と
に
お

墓
が
あ
り
、
水
田
が
広
が
り
の

ど
か
な
風
景
で
す
。

　

札
幌
と
秋
田
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
な
が
ら
子
供
の
い
な
い

兄
を
看
取
り
、
六
月
に
一
周
忌

も
終
え
た
今
、
こ
れ
で
よ
か
っ

た
の
か
と
、
墓
前
で
自
問
自
答

し
て
い
る
私
が
お
り
ま
し
た
。

駅
へ
。

　

駅
か
ら
歩
い
て
五
分
の
所
に

あ
る
千
秋
公
園
に
向
い
ま
し

た
。
近
代
的
に
整
備
さ
れ
て

か
ら
百
年
、
時
季
に
よ
っ
て

は
、
さ
く
ら
、
つ
つ
じ
、
な
ど

が
き
れ
い
で
秋
田
の
シ
ン
ボ
ル

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
手

門
堀
と
穴
門
堀
と
二
つ
あ
り
東

側
大
手
門
堀
の
広
さ
だ
け
で

一
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り

札
幌
ド
ー
ム
、
ア
リ
ー
ナ
の
約

二
倍
。

　

こ
の
広
い
堀
に

蓮
の
花
が
満
開
に

咲
い
て
い
た
の
で

す
。
感
激
で
し
た

泥
の
中
か
ら
し
な

や
か
に
伸
び
た

茎
、
ふ
ん
わ
り
と

し
た
つ
ぼ
み
、
ピ

ン
ク
色
の
花
も
穏

や
か
で
な
ぜ
か
神

秘
的
で
す
。
手
芸

で
蓮
の
花
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
表
現
力
の
不
足
に
反
省

す
る
ば
か
り
で
し
た
。
私
も
い

つ
し
か
観
光
客
に
混
じ
り
き
れ

い
ね
、
と
連
発
し
な
が
ら
堀
を

一
周
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
の
辺
に
バ
バ
ヒ
ラ
ア
イ
ス

が
売
っ
て
い
た
の
で
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
ヒ
ラ
で
ア
イ
ス
を

盛
り
つ
け
る
こ
と
か
ら
バ
バ
ヒ

ラ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
な

ん
と
、
秋
田
美
人
の
お
ね
え
さ

ん
で
し
た
。
私
も
注
文
し
て
お

い
し
い
わ
。
幸
せ
だ
わ
。
暑
さ

も
ふ
っ
と
ん
で
い
ま
し
た
。
帰

り
際
に
気
を
つ
け
て
帰
っ
て
ね

と
、
お
ね
え
さ
ん
、
秋
田
美
人

は
や
さ
し
い
ね
。
帰
り
時
間
も

せ
ま
り
、
駅
前
よ
り
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
で
秋
田
空
港
へ
、
暑
か
っ

た
け
ど
蓮
の
花
が
き
れ
い
で
し

た
と
雑
談
し
な
が
ら
空
港
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
荷
物
を
預
け
て
、

空
路
札
幌
へ
。

　

到
着
後
に
荷
物
に
な
ま
は
げ

の
顔
の
小
さ
な
手
紙
が
プ
ラ
プ

ラ
下
っ
て
い
る
の
で
す
。
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

空
港
カ
ウ
ン
タ
ー
の
お
ね
え

さ
ん
か
ら
で
し
た
。
蓮
の
花
を

見
れ
て
よ
か
っ
た
ね
。
暑
さ
が

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
、
体
調
に

気
を
つ
け
て
ね
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
お
心
遣
い
に
感
謝
し

つ
つ
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

お
墓
参
り
で
い
っ
ぱ
い
の
や

さ
し
さ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

誰
も
い
な
く
な
っ
た
実
家
は

さ
み
し
い
け
れ
ど
、
庭
に
黒
ブ

ド
ウ
、
巨
峰
、
ア
ケ
ビ
な
ど
が

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
実
っ

て
い
て
、心
も
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

仏
様
に
カ
ラ
フ
ル
な
つ
る
し

「
ト
ロ
ン
コ
」
を
い
っ
ぱ
い
に

し
て
並
べ
て
飾
り
、
仏
具
も
ピ

カ
ピ
カ
に
磨
き
、
お
盆
ら
し
く

な
り
ま
し
た
。ま
た
来
る
ね
ー
、

と
遺
影
に
語
り
か
け
て
、
帰
り

支
度
で
す
。
後
髪
を
ひ
か
れ
る

思
い
で
気
車
に
と
び
乗
り
秋
田

実
家
の
お
墓
参
り
と
蓮
の
花

実
家
の
お
墓
参
り
と
蓮
の
花

 
男
鹿
南
秋
会　

藤
井　

悦
子

命の恩人は秋田弁②
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「
島
津
新
八
郎
の
死
」

「
官
軍
の
連
敗
と
応
援
隊
」

　

私
の
実
家
は
旧
大
曲
町
十
日

市
二
ツ
森
と
言
う
、
八
幡
神
社

島
津
新
八
郎
の
墓
碑
が
鎮
座
し

て
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃
は
何

も
知
ら
ず
遊
び
道
具
の
一
つ
で

し
た
。
今
回
は
秋
田
市
に
あ
る

出
版
社
「
無
名
舎
」
よ
り
出
版

さ
れ
て
い
る
秋
田
意
外
史
か
ら

地
元
の
当
時
の
事
が
分
か
り
ま

し
た
。

の
社
殿
の
側
で
す
。
八
幡
神
社

の
祭
は
浴
衣
ま
つ
り
と
言
わ
れ

地
元
で
は
結
構
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
家
の
真
後
ろ
の
境
内
に

奥
羽
の
地
に
ま
で
波
及
し
た
。

詳
し
い
戦
況
は
紙
面
の
都
合
で

割
愛
し
、
主
と
し
て
秋
田
藩
が

官
軍
と
し
て
荘
内
・
仙
台
・
南

部
藩
兵
と
激
戦
し
苦
戦
、
敗
戦

を
覚
悟
す
る
窮
迫
し
た
戦
況
と

な
っ
た
頃
か
ら
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

戊
辰
戦
争
は
今
か
ら
百
五
十

年
前
、慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

か
ら
明
治
元
年
に
か
け
て
新
政

府
軍
（
官
軍
）
と
佐
幕
軍
（
賊

軍
）
が
一
大
決
戦
を
し
た
国
内

戦
争
で
あ
る
（
略
）。
慶
応
四

年
一
月
三
日
、
官
軍
と
賊
軍
が

鳥
羽
・
伏
見
で
決
戦
し
戦
火
は

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

の
ご
ど
だ
ば
い
っ
ぺ
教
え
て
も

ら
っ
た
し
ど
も
、な
ん
だ
し
か
」

「
お
な
ご
の
話
よ
、
お
め
も
嫁

も
ら
う
破
目
に
な
る
が
知
れ
ね

ど
も
な
嫁
コ
な
ん
て
も
ら
う
も

ん
で
ね
ど
」

「
・
・
・
・
・
？
」

「
も
し
も
な
万
一
も
ら
う
ご
と

に
な
っ
た
ら
よ
仙
北
の
女
ゴ
は

絶
対
に
だ
め
だ
ど
」

「
え
〜
な
し
て
だ
し
か
、
北
海
道

に
来
た
が
ら
、
そ
の
機
会
も
ね

ど
思
う
し
ど
も
俺
の
バ
バ
も
オ

ン
バ
も
仙
北
の
生
ま
れ
だ
し
が
」

「
ほ
〜
そ
〜
げ
、え
え
女
ゴ
だ
っ

た
べ
し
」

「
な
も
だ
し
、め
ぐ
せ
が
っ
た
し
」

「
ん
だ
が
仙
北
の
女
ゴ
だ
ば
美

人
え
る
は
ず
だ
ど
も
な
、
仙
北

の
女
ゴ
で
ね
て
も
よ
、
え
〜
女

ゴ
は
絶
対
も
ら
う
も
ん
で
ね
。

あ
ね
こ
か
ぶ
り
は
だ
め
だ
。
ほ

じ
な
し
の
め
く
さ
れ
た
ま
く
ら

の
じ
ゃ
べ
く
さ
れ
に
ひ
よ
」

　

自
分
は
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

み
た
く
な
い
、
生
意
気
な
バ
カ

女
ゴ
を
選
べ
と
い
う
意
味
か
な

と
、
た
だ
う
な
ず
く
し
か
仕
方

な
か
っ
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
人

か
ら
聞
い
た
話
だ
と
断
っ
て
、

つ
づ
け
て
次
の
よ
う
な
恐
ろ
し

い
話
を
し
た
。

　

南
秋
の
若
い
男
と
仙
北
の
め

ら
し
の
若
夫
婦
が
ま
つ
め
（
松

前
？
）
だ
が
に
出
稼
ぎ
に
来
た

と
よ
。
男
は
山
子
（
山
林
で
働

く
人
）
カ
カ
は
町
場
の
め
し
や

（
食
堂
）
で
別
れ
別
れ
に
暮
し

て
い
た
と
よ
。
造
材
現
場
の
飯

炊
き
婆
さ
ん
が
、
よ
た
っ
た
ど

て
親
方
が
若
い
男
に
カ
カ
を
飯

場
の
ま
ま
ざ
め（
食
事
の
支
度
）

や
ら
ひ
で
一
緒
に
暮
し
た
ら
と

す
す
め
た
と
よ
。
こ
れ
が
命
と

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
は
じ

め
の
頃
は
幸
せ
だ
っ
た
が
、
あ

る
春
先
頃
山
子
達
の
多
く
が
ま

つ
め
だ
か
福
島
だ
が
に
遊
び
に

行
っ
た
が
大
嵐
の
た
め
何
日
も

飯
場
に
帰
れ
な
い
破
目
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
若
い
夫
婦
者
の

ほ
か
数
人
し
か
飯
場
に
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
の
人
相

の
悪
い
強
そ
う
な
奴
（
断
じ
て

秋
田
県
人
で
は
な
い
）
が
若
い

男
に

　
「
オ
イ
ち
ょ
っ
と
相
談
が
あ

る
ん
だ
」

　
「
ハ
イ
」

　
「
ち
ょ
い
と
お
願
い
が
あ
る

ん
だ
が
」

　
「
何
で
し
か
」

　
「
今
夜
一
晩
カ
カ
ア
を
借
し

て
欲
し
い
ん
だ
が
」

　
「
冗
談
で
し
ょ
」

　
「
冗
談
で
も
ヘ
チ
マ
で
も
な

い
。
相
談
だ
」

　
「
も
の
は
相
談
だ
。
よ
く
考

え
て
み
な
よ
、
こ
の
山
の
中
で

よ
、
お
前
さ
ん
一
人
い
い
目
を

し
て
い
る
か
ら
っ
て
い
い
っ
て

か
、
考
え
て
も
み
ろ
よ
今
日
み

た
い
嵐
の
日
火
事
起
き
た
ら
俺

ら
は
死
な
ば
も
ろ
と
も
だ
。
雪

崩
が
来
た
ら
皆
一
緒
に
死
ぬ
の

だ
。
俺
等
は
皆
兄
弟
分
だ
ろ
う
。

自
分
ば
か
り
良
け
り
ゃ
そ
れ

で
い
い
と
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い

だ
ろ
う
。
お
前
さ
ん
の
宝
物
は

ち
ゃ
ん
と
お
前
さ
ん
の
も
ん
だ
。

た
だ
借
し
て
く
れ
ろ
と
お
願
え

し
て
る
ん
だ
。ど
う
だ
い
話
分
っ

た
ろ
う
早
く
返
事
し
ろ
」

　

若
い
男
は
真
青
に
な
り
ぶ
る

ぶ
る
ふ
る
え
る
ば
か
り
抗
が
う

に
も
四
人
も
五
人
も
相
手
に
ど

う
し
よ
う
も
な
い
。
外
は
も
の

す
ご
い
嵐
で
カ
ミ
ナ
リ
ま
で
と

ど
ろ
い
て
い
る
。
女
は
男
の
足

許
に
泣
き
倒
れ
て
声
も
出
な

か
っ
た
が
、

　
「
ん
た
、
ん
た
、
ん
た
、
ん

　郷土料理の「だまこもち鍋会」が３月４日サッポ
ロファクトリーで開催されました。この会は男鹿南
秋会主催で今年で３回目です。
　「だまこもち」とは、キリタンポと同じく米を潰
して作りますが、キリタンポと違い、棒状にして焼
かずに団子にするだけです。作ってすぐに食べれま
すが、塩水に漬けておくと数日間は保存できます。
八郎潟周辺が発祥とされ、きりたんぽの原型と言わ
れています。五城目において、1953年に三笠宮親
王が五城目町でだまこ餅鍋を食べて称賛したことを
契機に、町を代表する料理となったそうです。
　鎌田さんの軽快で楽しい司会で始まり、新会長の
藤井さんが自ら作っただまこ餅を説明しながら、各
テーブルを廻ってごぼう鶏肉セリと入れていきま
す。11月きりたんぽ以来のお馴染みの作り方。秋
田の人達はこの組み合わせが大好き。

　酒は五城目の福禄寿酒造の「十五代彦兵衛」が振
る舞われました。この酒は、さらりとしたフルーツ
のような香りで、とても美味しく酒でした。
　最後は恒例のお楽しみ抽選会で、お土産をもらい
ました。だまこ餅は冷凍しておくと何時でも解凍して食べれますので持ち帰る人もいました。

　藤井会長が書いてくれただまこ餅レシピです。簡単に作れますので皆さんも秋田こまち
で作ってみて下さい。
　今回参加してみて感じたのは、一つの都市会でイベント開催するのは人数的にも大変な
ので各会が参加して盛り上げていこうということです。秋田市ふるさと会ではこれといっ
たイベントはしてないので、周辺都市会の協力で何か考えていこうと思っています。

お米（秋田こまち）４合、もち米１合、片栗粉大さじ１、塩小さじ１

・ごはんは少々かためにして、片栗粉と塩を入れてつぶす。
・手に塩をつけてまるめる
・ボールに塩水を作る
・丸めただまこもちを５分間入れる
・水を切ってから冷凍にする
・当日朝に自然解凍する
・塩水に入れなくても良いが、煮崩れが少ないと言われています。
・お米五合で60個、大きめで55個が作れます。

材料

作り方

だ 作もま りちこ 方の

手作りのだまこ餅を自ら指導する藤井悦子新会長

五城目の銘酒「十五代彦兵衛」

男鹿南秋会「だまこもち鍋会」男鹿南秋会「だまこもち鍋会」

命の恩人は秋田弁③
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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兵
員
と
装
備
に
圧
倒
的
な
優

勢
の
賊
軍
荘
内
・
仙
台
・
南
部

等
に
対
し
、
旧
式
兵
器
で
装
備

さ
れ
た
秋
田
藩
兵
は
士
気
が
あ

が
ら
ず
、連
戦
連
敗
で
あ
っ
た
。

七
月
二
十
九
日
官
軍
は
院
内
を

引
上
げ
、
八
月
五
日
雄
勝
郡
は

荘
内
軍
の
手
に
収
め
ら
れ
た
。

九
州
緒
藩
の
応
援
隊
の
一
部
が

参
加
し
た
が
、
勢
い
に
乗
っ
た

賊
軍
の
攻
勢
は
す
さ
ま
じ
か
っ

た
。
六
日
に
は
本
荘
城
落
城
。

十
一
日
に
は
横
手
城
も
落
城
す

る
連
敗
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
劣
勢

を
盛
り
返
す
た
め
、
九
州
諸
藩

の
援
軍
が
続
々
土
崎
港
や
能
代

港
に
上
陸
し
た
。
七
月
六
日
、

鍋
島
藩
兵
二
千
五
十
余
名
命
は

土
崎
港
へ
上
陸
し
由
利
方
面
に

向
か
う
。
七
月
二
十
五
日
に
は

長
崎
振
遠
隊
三
千
八
十
名
船
川

港
に
上
陸
、
仙
北
方
面
に
向
か

う
。
七
月
二
十
八
日
鍋
島
藩
兵

三
百
六
十
名
土
崎
港
に
上
陸
。

能
代
港
に
六
百
三
十
名
上
陸
、

八
月
一
日
久
保
田
「
秋
田
」
へ

集
合
す
。
八
月
十
日
、
大
村
、

島
原
藩
兵
三
百
名
脇
本
浜
に
上

陸
。
八
月
十
六
日
、
大
村
、
島

原
、
平
戸
藩
兵
五
千
三
十
余
名

来
着
。
八
月
十
七
日
、
十
八
日

薩
摩
藩
兵
九
百
名
、
肥
州
藩
兵

五
百
九
十
六
名
土
崎
港
に
上

陸
。
八
月
二
十
一
日
、
肥
州
小

城
藩
兵
百
七
十
二
名
和
脇
本
浜

へ
上
陸
。
二
十
三
日
も
同
藩
兵

四
百
三
十
九
名
船
川
港
に
上

き
た
官
兵
や
避
難
者
は
足
許
を

さ
ら
わ
れ
、
河
中
に
転
落
し

た
。
更
に
銃
弾
の
雨
に
さ
ら
さ

れ
、
溺
死
者
や
戦
死
者
が
多

か
っ
た
、
秋
田
藩
の
隊
長
長
谷

川
敬
之
進
も
戦
死
し
た
。
追
撃

は
激
し
く
、
態
勢
を
立
て
直
す

暇
も
な
く
玉
川
を
渡
っ
て
神
宮

寺
に
退
い
た
。
大
曲
や
花
館
の

人
々
は
戦
々
恐
々
家
財
を
捨
て

て
僅
か
の
留
守
番
が
残
り
山
に

避
難
し
た
。
侵
入
し
た
荘
内
軍

は
略
奪
を
し
た
。
荘
内
軍
の
大

隊
長
松
平
甚
三
郎
は
大
曲
の
大

川
寺
（
大
仙
市
で
一
番
大
き

い
寺
で
す
）
に
本
営
を
置
い

た
。
大
川
寺
の
住
職
は
大
隊
長

松
平
甚
三
郎
を
出
迎
え
（
小
生

が
大
曲
小
学
校
当
時
約
六
十
五

年
前
当
時
の
住
職
棟
方
宏
源
氏

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
し
た
。
当
時

の
大
曲
小
学
校
の
在
籍
数
は
約

千
八
百
五
十
名
で
し
た
）
こ
れ

以
上
戦
火
が
大
曲
に
及
ば
な
い

様
に
嘆
願
し
本
営
を
務
め
た
と

「
戊
辰
荘
内
戦
争
録
」
に
書
い

て
い
る
。
一
方
官
軍
は
副
総
督

沢
為
量
を
先
頭
に
神
宮
寺
に
本

営
（
も
と
の
御
役
屋
）
を
置
き
、

玉
川
を
挟
ん
で
庄
内
軍
と
対
陣

し
た
。
沢
は
緒
蒋
を
集
め
て
軍

議
を
開
き
、
玉
川
と
雄
物
川
を

最
後
の
防
衛
線
と
し
て
死
守
す

る
事
に
し
た
。
玉
川
は
急
流
、

雄
物
川
は
水
量
豊
か
な
大
河
で

天
然
の
要
塞
で
あ
っ
た
。
仮
に

こ
こ
で
敗
れ
た
ら
、
久
保
田
の

角
館
口
よ
り
国
見
方
面
に
進
撃

す
る
事
に
な
り
、
二
十
三
日
進

発
し
た
。
島
津
隊
は
大
砲
隊
を

先
鋒
に
玉
川
の
浅
瀬
を
渡
り
四

ツ
屋
の
仙
台
兵
を
猛
攻
し
た
。

荘
内
藩
の
援
軍
も
駆
逐
し
、
占

領
さ
れ
た
花
館
も
奪
回
し
た
。

こ
こ
に
大
砲
を
据
え
、
盛
ん
に

大
曲
に
砲
弾
を
打
ち
込
ん
だ
。

ま
た
荘
内
軍
の
応
戦
で
激
烈
な

砲
撃
戦
を
交
え
た
。
彼
我
の
砲

声
は
雷
鳴
の
如
く
耳
を
聾
し
、

あ
ち
こ
ち
火
の
手
が
上
が
っ

た
。
夜
に
入
る
と
、
荘
内
、
仙

台
兵
は
官
軍
の
奇
襲
を
恐
れ
て

大
曲
の
店
々
の
大
庇
を
外
さ

せ
、
街
道
数
カ
所
に
積
み
火
を

か
け
終
夜
篝
火
と
し
た
。

「
新
八
郎
の
戦
死
と
資
料
」

　

大
曲
の
本
営
で
指
揮
を
と
っ

て
松
平
甚
三
郎
は
、
急
変
し
た

戦
況
に
対
処
す
る
た
め
に
緒
蒋

を
集
め
て
討
議
し
た
「
戊
辰
庄

内
戦
争
録
」
に
「
大
曲
の
方
で

は
荘
兵
の
心
痛
一
方
な
ら
ず
緒

蒋
会
し
て
額
を
集
め
る
時
、
服

部
純
蔵
進
み
出
て
、
此
ま
ま
戦

は
勝
つ
べ
き
道
の
あ
り
と
も
見

陸
。
仙
北
方
面
と
新
屋
へ
向
か

う
。
八
月
二
十
九
日
筑
州
兵

四
百
五
十
名
船
川
港
に
上
陸
。

九
月
八
日
、
薩
摩
藩
兵
五
百
名

船
川
港
上
陸
。
以
上
が
「
秋
田

県
史
年
表
」
か
ら
拾
っ
た
官
軍

援
兵
で
あ
る
。
九
州
地
方
は
古

く
か
ら
外
国
と
貿
易
（
密
貿
易

も
含
む
）
を
し
て
い
た
の
で
、

外
国
の
事
情
を
良
く
知
っ
て
お

り
優
秀
な
兵
器
が
戦
局
を
左
右

す
る
と
し
て
、
最
新
式
の
鉄
砲

（
洋
銃
）
や
大
砲
を
大
量
に
買

い
入
れ
訓
練
を
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
東
北
緒
藩
、
特
に

秋
田
藩
の
装
備
は
劣
っ
て
い

た
。
旧
式
の
火
縄
銃
や
弓
、
槍

が
主
力
で
あ
り
、
も
し
「
官
軍

の
応
援
が
」
あ
と
わ
ず
か
で
も

遅
れ
て
い
た
ら
、
秋
田
県
は
全

土
が
が
戦
場
と
な
り
、
燒
土
と

化
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
仮
に
秋

田
藩
が
敗
れ
て
い
た
ら
、「
戊

辰
戦
争
」
に
黒
い
影
を
落
と
し

て
、
新
政
府
の
行
方
に
大
き
な

影
響
を
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
。

「
島
津
新
八
郎
」
は
薩
摩
藩
応

援
隊
の
一
隊
長
で
あ
る
。

「
花
館
合
戦
」

　

横
手
城
を
陥
落
さ
せ
た
荘
内

藩
大
隊
長
松
平
甚
三
郎
は
八

月
十
三
日
、
余
勢
を
か
っ
て

大
挙
し
て
角
間
川
に
殺
到
し

た
。
そ
の
数
三
千
余
名
と
も
言

わ
れ
る
。
官
軍
は
善
戦
及
ば

ず
、
遂
に
敗
走
し
た
。
途
中
渡

船
場
に
先
を
争
っ
て
敗
走
し
て

本
城
は
風
前
の
灯
火
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
敗
戦
で
殻
倉
地
の

大
半
を
既
に
失
い
、
ま
た
兵
火

に
か
か
り
計
り
知
れ
な
い
被
害

を
受
け
て
い
る
。
ま
さ
に
藩
の

存
立
に
か
か
わ
る
決
戦
で
も
あ

る
。
攻
撃
の
賊
軍
に
も
深
い
悩

み
が
あ
っ
た
。
短
期
決
戦
で
勝

利
を
収
め
な
い
と
、
官
軍
の
応

援
隊
が
大
挙
し
て
土
崎
に
上
陸

し
て
い
る
と
の
情
報
が
、
し
き

り
に
探
索
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

る
。
勝
敗
が
逆
転
し
か
ね
な
い

状
況
で
焦
り
も
見
え
て
来
た
。

「
島
津
新
八
郎
の
勇
戦
」

　

先
に
述
べ
た
様
に
官
軍
の

援
軍
が
続
々
と
上
陸
し
て
来

た
。
八
月
十
七
日
薩
摩
の
島
津

登
、「
島
津
新
八
郎
」
等
が
精

兵
九
百
余
名
を
率
い
て
土
崎
港

に
上
陸
。
直
ち
に
作
戦
は
開
始

さ
れ
た
。「
島
津
新
八
郎
」
は

五
百
余
人
を
分
隊
、
危
急
を
告

げ
る
神
宮
寺
の
本
営
に
駆
け
つ

け
た
。『
大
曲
町
郷
土
史
』
に

よ
る
と
、
本
営
で
軍
議
を
開

き
、
島
津
隊
、
島
原
隊
、
矢
島

隊
は
花
館
を
占
領
し
て
い
る
敵

を
攻
撃
。
秋

田
、
平
戸
藩

兵
は
神
宮
寺

獄
守
備
隊
を

応
援
、
秋
田

佐
竹
河
内
隊

は
角
館
方
面

へ
。
小
倉
、

大
村
藩
兵
は

八幡神社境内の島津新八郎墓碑

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

た
で
ば
や
め
で
け
ろ
〜
」

　

女
の
悲
鳴
を
聞
く
と
男
は
そ

の
場
に
失
神
し
倒
れ
て
し
ま
っ

た
。
息
は
ふ
き
か
え
し
た
が
そ

れ
き
り
気
が
狂
っ
て
し
ま
い
再
び

正
気
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
造
材
現
場
の
飯
場
は
恐

れ
て
い
た
雪
崩
に
あ
い
こ
の
ダ

ジ
ャ
ク
な
罰
当
た
り
山
子
た
ち

は
小
屋
も
ろ
と
も
消
え
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
若
い

メ
ラ
シ
仙
北
美
人
も
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
、
こ
の
恐
ろ
し
い

話
は
終
っ
た
。
自
分
は
も
し
か

し
た
ら
佐
々
木
さ
ん
が
自
分
自

身
の
悲
惨
な
体
験
を
話
し
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
と
一
し
ゅ

ん
思
っ
た
が
き
け
る
わ
け
も
な

か
っ
た
。
自
分
は
小
学
校
を
四

回
も
五
回
も
か
わ
る
程
秋
田
県

内
を
転
々
と
し
て
不
幸
な
子
供

時
代
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
転
校

の
せ
い
で
地
域
で
違
い
の
あ
る

秋
田
弁
を
な
ん
と
か
マ
ス
タ
ー

し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
こ
の

佐
々
木
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
語
の

よ
う
な
難
解
な
秋
田
弁
を
相
手

に
出
来
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
佐
々
木
さ
ん

が
自
分
の
一
生
の
飯
の
種
に

な
っ
た
技
術
を
教
え
て
く
れ
、

女
ゴ
に
対
す
る
も
の
す
ご
い

（
？
）
忠
告
を
し
て
呉
れ
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
秋
田
弁
に
あ

り
ま
し
た
。
私
に
取
り
、
佐
々

木
さ
ん
そ
し
て
秋
田
弁
が
命
の

恩
人
で
あ
る
こ
と
信
じ
て
疑
い

ま
せ
ん
。

あ
と
が
き

　

秋
田
ふ
る
さ
と
会
員
の
松
浦

澄
子
さ
ん
の
御
尊
父
、
中
山
健

先
生
は
角
館
南
、
能
代
北
、
秋

田
市
立
、
本
荘
の
高
校
長
を
歴

任
さ
れ
、
八
十
才
を
過
ぎ
て
か

ら
名
著
秋
田
方
言
辞
典
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
正
に
神
技
と
し

か
表
現
出
来
な
い
快
挙
で
あ
り

ま
す
。

　

中
山
先
生
は
そ
の
名
著
の
中

で
方
言
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

方
言
は
人
々
が
生
い
た
ち
と

と
も
に
身
に
つ
け
た
言
葉
で
人

の
胸
に
深
く
食
い
入
っ
て
い

る
。
人
は
こ
の
方
言
で
周
囲
の

人
々
と
心
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
と

歴
史
を
表
現
す
る
貴
重
な
文
化

遺
産
と
い
え
る
。
そ
の
方
言
が

急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
現

在
、
そ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
の

語
源
研
究
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
方
言
辞
典
が
郷
土
秋
田

の
方
言
に
関
心
を
持
つ
人
々
の

お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

命の恩人は秋田弁④

……… 秋 田 弁 解 説 ………
ウタテ （嫌だ・なげかわしい・情けない）
エジコ （イタコと同じ口寄せの巫女）
ヘチャムクレ （おせっかいやき・おしゃべり）
アネツコカブリ （本心をかくし、誰にでも好かれるような言語動作する人）
ホンジナシ （分別の無い者・ばか）
メクサレタマクラ（役立たず・ろくでもない）
ジャベクサレ （おてんば女の端くれ）
ダジャク （乱暴・無法・横着）
メラシ （若い女・少女）
メグセ （醜い・見苦しい）
ンタ （嫌だ・ヤダ）

（
９
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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◆
全
国
の
フ
ァ
ン
と
カ
ラ
オ
ケ

　

札
幌
の
ス
ス
キ
ノ
で
ス
ナ
ッ

ク
「
葉
月
」
を
経
営
す
る
荒
谷

幸
子
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
「
人
生
花
ざ

か
り
」
と
「
船
方
母
恋
節
」=

い
ず
れ
も
長
坂
純
一
作
詞
・
作

曲=

の
二
曲
が
、
通
信
カ
ラ
オ

ケ
の
大
手
「
第
一
興
商
」
に
こ

の
ほ
ど
配
信
さ
れ
た
。

里
潟
上
市
の
飯
田
川
小
で
四
月

二
十
六
日
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
、子
ど
も
ら
か
ら
喜
ば
れ
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
か
ね
て
ふ

る
さ
と
に
恩
返
し
し
た
い
と

願
っ
て
い
た
鎌
田
さ
ん
の
意
向

を
汲
ん
だ
友
人
が
企
画
し
た
。

一
昨
年
七
月
、
母
校
大
豊
小
で

実
現
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
今

◆
県
人
会
で
オ
ペ
ラ
披
露

　

佐
々
木
広
報
委
員
長
の
次
女

で
、
二
期
会
会
員
の
前
田
奈
央

子
さ
ん
が
十
一
月
、
北
海
道
教

育
会
館
で
、
自
身
が
主
役
を
つ

と
め
る
オ
ペ
ラ
「
不
思
議
な
国

の
ア
リ
ス
」
を
演
じ
る
。

　

奈
央
子
さ
ん
は
三
、四
歳
の

頃
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
オ
ペ

　

こ
れ
に
よ
り
、
荒
谷
さ
ん
の

歌
二
曲
が
全
国
ど
こ
で
も
、
カ

ラ
オ
ケ
で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
知
ら
せ
を
受
け
た
荒
谷
さ

ん
は
「
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
の
で

大
変
う
れ
し
い
」と
語
っ
て
い
る
。

◆
恩
返
し
の
読
み
聞
か
せ

　

北
海
道
放
送
（
札
幌
市
）
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
鎌
田
強
さ
ん
が
郷

回
が
二
度
目
だ
っ
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
絵
本
は
「
こ
れ

は
の
み
の
び
こ
」（
谷
川
俊
太
郎
）

と
「
花
咲
き
山
」（
斎
藤
隆
介
）。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
作
品

で
、
札
幌
か
ら
一
緒
の
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
音
楽
で
物
語
朗
読
が
ス

タ
ー
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
た
ち
ま

ち
感
動
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
。

え
ず
、
九
死
に
一
生
の
策
を
用

い
て
奇
襲
を
行
う
よ
り
他
は
無

い
と
自
ら
兵
を
率
い
て
赴
か
ん

と
し
た
。
衆
皆
こ
の
策
に
賛
し

た
が
、
た
だ
そ
れ
を
行
う
者
は

他
に
あ
り
と
て
、
つ
い
に
石
原

藤
助
、
黒
谷
市
郎
の
二
将
死
を

決
し
て
そ
の
実
行
に
当
た
る
事

と
な
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

石
原
藤
助
以
下
十
人
ば
か
り
の

先
発
奇
襲
隊
は
、
暗
夜
潜
行
し

花
館
の
官
軍
宿
営
を
襲
っ
た
。

不
意
を
打
た
れ
た
官
軍
は
大
混

乱
し
た
。
そ
の
模
様
を
「
戊
辰

出
羽
戦
記
」
は
次
の
様
に
書
い

て
い
る
。
薩
摩
軍
不
意
に
討
入

ら
れ
前
後
相
願
る
を
能
は
ず
散

乱
し
退
く
此
時
島
津
新
八
郎
は

独
り
本
陣
に
在
て
味
方
勝
利
な

り
と
酒
を
飲
み
居
た
る
処
に
て

兵
卒
は
尽
く
戦
場
に
出
て
て
本

陣
空
虚
な
る
所
に
敵
兵
に
砥
込

れ
れ
ば
雑
兵
周
章
し
て
弾
薬
器

機
を
も
打
捨
て
て
逃
惑
う
を
新

八
郎
之
を
制
し
て
深
く
酒
気
を

帯
な
が
ら
よ
ろ
め
く
足
を
踏
み

遂
に
生
け
捕
り
に
さ
れ
た
。
宿

営
し
た
の
は
花
館
の
村
は
ず
れ

で
、
玉
川
に
近
い
佐
々
木
多
右

衛
門
家
で
、
造
り
酒
屋
で
あ
っ

た
。『
島
津
新
八
郎
』
は
敵
の

本
営
大
曲
の
大
川
寺
に
連
行
さ

れ
、
松
平
甚
三
郎
に
尋
問
さ
れ

た
が
そ
の
模
様
は
『
秋
田
沿
革

史
大
成
・
上
巻
』
色
々
述
べ
て

い
る
が
紙
面
の
関
係
上
割
愛
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。『
島
津
新
八

郎
』
の
最
後
に
つ
い
て
は
『
戊

辰
見
聞
私
記
』
等
、
講
談
ま
が

い
の
著
書
も
多
い
が
紙
面
の
都

合
上
割
愛
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

『
島
津
新
八
郎
』
は
名
門
の
出

で
、
文
武
両
道
に
優
れ
た
人
物

の
様
で
あ
る
。「
大
曲
郷
土
史
」

に
『
島
津
新
八
郎
は
『
久
徴
』

と
い
い
、
島
津
氏
十
五
代
貴
久

の
三
弟
（
島
津
忠
良
三
男
）
藤

原
尚
久
よ
り
十
五
代
目
、
母
は

島
津
杢
久
典
の
三
女
に
し
て
戦

死
の
時
久
徴
は
二
十
八
歳
。
島

津
一
族
中
唯
一
の
戊
辰
戦
没
死

者
で
あ
る
。』
あ
り
、
薩
摩
藩

の
歴
史
』
を
発
行
し
て
い
る
。

会
誌
第
九
号
に
、
新
発
見
の

『
斎
藤
貞
治
戊
辰
戦
争
勤
功
書

上
控
』
の
全
文
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
斎
藤
貞
治
は
花
館
村
の

素
封
家
斎
藤
家
九
代
目
勘
左
衛

門
の
弟
で
あ
る
。
戊
辰
の
役
に

は
甥
の
忠
興
と
共
に
、
薩
摩
藩

の
探
索
方
と
し
て
書
き
上
げ
る

様
に
達
し
が
あ
っ
た
。
こ
の
時

の
書
き
上
げ
の
控
が
発
見
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
原
文
は
角
間
川

合
戦
、
花
館
合
戦
に
わ
た
る
長

文
の
も
の
だ
が
、割
愛
し
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
限
り
『
新
八
郎
』

は
泥
酔
し
て
い
た
所
を
、
襲
わ

れ
た
の
で
は
無
く
、
頭
痛
の
為

休
ん
で
い
た
処
を
襲
撃
さ
れ
た

事
に
な
る
。
こ
れ
迄
の
多
く
の

戊
辰
戦
争
関
係
の
著
書
は
、
荘

内
、仙
台
側
の
資
料
を
元
に
し
、

『
新
八
郎
』
の
戦
死
に
つ
い
て

泥
酔
説
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の

勤
功
書
が
事
実
で
あ
れ
ば
故
人

の
名
誉
の
為
に
も
書
き
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

固
め
太
刀
を
抜
き
放
ち
戦
い
、

し
か
し
多
勢
に
取
り
囲
ま
れ
生

け
捕
ら
れ
た
り
。
斬
る
火
急
の

事
な
れ
ば
こ
の
紛
擾
言
語
に
述

べ
難
く
荘
兵
は
思
い
の
儘
に
勝

利
を
得
て
斬
獲
は
次
の
如
し
。

討
取
首
十
三
体
、
生
捕
六
人
、

弾
薬
入
両
掛
、
同
莚
包
十
七

個
、
同
箱
入
二
個
、
パ
ト
ロ
ン

式
二
万
五
百
、
雷
管
三
万
九
千

許
元
込
銃
、ミ
ニ
ヘ
ー
ル
七
梃
、

大
小
刀
数
腰
、
軍
用
金
千
五
百

両
、
そ
の
他
雑
物
荘
兵
の
討
死

せ
る
も
の
三
人
、
行
方
知
れ
ざ

る
二
人
、
手
負
い
十
人
そ
の
う

ち
深
手
に
て
帰
陣
の
上
死
す
る

も
の
あ
り
し
と
戦
終
り
て
荘
兵

大
曲
に
引
揚
げ
来
れ
ば
暫
く
天

命
に
近
し
。
ま
た
「
仙
台
戊
辰

史
」「
北
羽
発
達
史
」
等
の
記

述
も
大
体
同
じ
で
、
薩
摩
藩
兵

が
決
戦
を
控
え
な
が
ら
勝
利
間

違
い
な
し
と
、
五
、六
十
人
が

酒
宴
を
開
き
泥
酔
中
を
夜
襲
わ

れ
た
。
隊
長
島
津
新
八
郎
は
よ

ろ
め
き
な
が
ら
も
戦
っ
た
が
、

主
の
一
族
で
あ
っ
た
。

　

新
八
郎
は
薩
摩
の
人
で
あ

る
が
大
曲
の
人
は
昔
か
ら
敬

慕
し
て
い
る
。（
略
）
新
八
郎

が
泥
酔
の
上
、
生
け
捕
ら
れ
た

と
の
説
に
深
い
疑
問
を
持
っ
て

い
た
。「
大
曲
町
郷
土
史
」
も
、

人
違
い
で
は
な
い
か
と
次
の
様

に
述
て
い
る
。
戊
辰
役
を
編
す

る
も
の
皆
彼
ら
が
佐
々
木
氏
宅

に
て
泥
酔
の
余
囚
は
れ
と
な
す

を
記
す
は
、
時
の
人
、
土
崎
よ

り
神
宮
寺
を
経
て
花
館
に
入
り

し
の
み
な
る
彼
の
顔
を
知
る
べ

く
も
無
く
、
日
高
曹
兵
衛
の
豪

勇
振
り
を
見
て
、
而
し
て
島
津

の
行
方
不
明
と
聞
く
や
、
忽
ち

彼
ら
の
泥
酔
の
豪
傑
こ
そ
島
津

で
あ
る
と
直
角
し
、
佐
々
木
氏

宅
の
人
々
先
づ
欺
く
信
じ
、
大

曲
の
人
々
ま
た
之
れ
を
信
じ
た

の
で
は
無
い
か
。
花
館
地
区
は

歴
史
の
研
究
が
盛
ん
な
所
で
、

〝
花
館
の
会
〞
と
い
う
研
究
会

を
結
成
し
、
会
員
も
百
名
を
越

え
て
い
る
。
会
誌
『
ふ
る
さ
と

新
八
郎
は
大
川
寺
か
ら
連
行
さ

れ
、
丸
子
橋
を
渡
っ
て
村
外
れ

の
畑
で
処
刑
さ
れ
た
。
亡
骸
は

村
人
に
よ
り
丁
重
に
葬
ら
れ
、

後
に
大
曲
の
素
封
家
田
口
惣
左

衛
門
が
『
墓
碑
』
を
建
立
し
弔

い
、
毎
年
供
養
を
し
英
魂
を
慰

め
た
。
後
に
正
五
位
を
追
贈
さ

れ
た
。
現
在
墓
碑
は
大
仙
市
大

曲
丸
の
内
町
の
八
幡
神
社
境
内

に
移
さ
れ
て
い
る
。

『
後
記
』

　

今
回
（
無
名
舎
出
版
）
の
全

面
的
な
資
料
を
採
用
さ
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
六
十
五
年
位
前
何

も
分
か
ら
ず
、
新
八
郎
の
墓
碑

で
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

会
場
や
遊
び
に
何
も
分
か
ら
ず

に
、
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
文

章
も
古
文
に
近
く
、
出
来
る
だ

け
忠
実
に
記
し
ま
し
た
。
も
っ

と
知
り
た
い
方
は
（
無
名
舎
）

か
ら
取
り
寄
せ
て
見
て
く
だ
さ

い
。
色
々
面
白
い
読
物
が
沢
山

あ
り
ま
す
よ
。

（
仙
北
会　

佐
々
木
育
雄
）

ラ
に
関
心
を
持
ち
、
や
り
始
め

た
の
は
高
校
時
代
。
ウ
イ
ー
ン

〝
短
期
留
学
〞
す
る
な
ど
修
業

を
積
ん
だ
。

　

オ
ペ
ラ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
行
い
、
昨
年
十
一
月

に
は
、
父
の
住
む
札
幌
で
の
県

人
会
総
会
で
き
た
え
た
ノ
ド
を

披
露
し
て
い
る
。

　

今
回
の
編
集
方
針
は
先
輩
方

が
県
人
会
活
動
の
な
か
で
広
報

誌
の
重
要
性
を
大
事
な
活
動
方

針
と
し
て
、
事
業
委
員
会
と
広

報
委
員
会
の
両
輪
に
重
き
を
置

い
て
活
動
さ
れ
た
事
を
思
い
起

し
総
務
委
員
会
に
出
席
さ
せ
て

戴
き
、
原
稿
の
依
頼
を
お
願
い

し
ま
し
た
所
、
各
郡
市
会
よ
り

多
数
の
、
寄
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
悲
鳴
で

初
心
に
帰
っ
て
、
先
輩
の
教
え

を
引
継
ぎ
、
頑
張
っ
て
行
き
ま

す
。
広
報
委
員
が
会
長
に
本
音

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し

た
。
今
後
も
広
報
誌
は
秋
田
の

香
り
を
紙
面
一
杯
載
せ
て
、
新

規
会
員
加
入
に
少
し
で
も
力
に

成
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
の
こ
ぼ
れ
話
、
自
慢
話

色
々
な
話
題
等
あ
り
ま
し
た
ら

次
号
に
掲
載
致
し
ま
す
。
広
報

委
員
に
渡
し
て
下
さ
い
。

広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

委
員
長　

佐
々
木　

育　

雄
（
仙
北
）

副
委
員
長　

粕
加
屋　
　
　

實
（
平
鹿
）

副
委
員
長　

工　

藤　

明　

博
（
山
本
）

委　

員　

伊　

庭　
　
　

仁
（
由
利
）

委　
　
員　

三　

浦　
　
　

潔
（
北
秋
）

委　
　
員　

湯　

瀬　
　
　

司
（
鹿
角
）

委　
　
員　

佐　

藤　

祐
三
郎
（
南
秋
）

委　
　
員　

加　

賀　

雄　

喜
（
秋
田
）

委　
　
員　

阿　

倍　

道　

宏
（
雄
勝
）

サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

◎
北　

川　

保　

雄
（
山
本
）

　
　
　
　

○
秋　

元　

敏　

見
（
秋
田
）

　
　
　
　

○
保　

坂　

史　

郎
（
秋
田
）

編
集
後
記

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

見
た
り

聞
い
た
り


